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漢
点
字
の
散
歩
（
二
十
八
）

岡
田

健
嗣

漢
点
字
紹
介
（
十
一
）

４
．
漢
点
字
の
ご
紹
介

⑧

複
合
文
字
（
二
）

前
回
ご
紹
介
し
た
「
傍
側
基
本
文
字
」
は
、
他
の
文
字
の
構

成
要
素
と
な
る
場
合
は
、
主
に
旁
を
占
め
る
基
本
文
字
で
す
。

今
回
は
こ
の
「
傍
側
基
本
文
字
」
を
部
首
と
し
て
含
む
文
字
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
前
回
例
示
さ
れ
た
文
字
か
ら
、
ご
紹
介
し
ま

す
。（

１
）

集

シ
ュ
ウ

あ
つ
ま
る

あ
つ
め
る

つ
ど
う 前

号
で
は
、
私
の
一
身
上
の
事
情
に
よ
っ
て
、
本

欄
を
休
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
読
者
諸
兄
姉

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
誠
に
失
礼
申
し
上
げ
ま
し

た
。
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

隹
（
ふ
る
と
り
）

／

木

「
離

」
に
含
ま
れ
る
「
隹
（
ス
イ
）
」
は
、
「

」
の

漢
点
字
符
号
で
表
さ
れ
ま
す
。
「
隹
」
は
鳥
の
象
形
で
、
「
ふ

る
と
り
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
「
旧
」
の
旧
字
体
で
あ
る
「
舊
」

に
含
ま
れ
る
か
ら
で
す
。
こ
の
文
字
は
、
木
の
上
に
鳥
が
沢
山

止
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
表
す
会
意
文
字
で
、
「
あ
つ
ま
る
、
つ

ど
う
」
と
訓
読
さ
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ

れ
ま
す
。
「

」
で
木
を
、
「

」
で
隹
を
表
し
ま
す
。
左
右

が
逆
に
な
っ
て
い
ま
す
。

熟
語
：

（
集
合
）

（
集
中
）

（
２
）

級

キ
ュ
ウ

糸
偏

＋

及

織
機
に
糸
を
か
け
て
順
序
よ
く
織
物
を
織
る
こ
と
を
表
す
形

声
文
字
で
す
。
順
序
よ
く
織
り
上
げ
る
こ
と
か
ら
、
上
下
関
係

を
表
す
文
字
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
糸
偏
を
、
「

」
で
及
を
表

し
ま
す
。

熟
語
：

（
学
級
）

（
等
級
）

（
３
）

服

フ
ク

月
偏

＋

ふ
く
づ
く
り

月
偏
は
舟
形
の
大
皿
を
、
ふ
く
づ
く
り
は
身
を
屈
め
た
人
を
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象
っ
た
形
声
文
字
で
す
。
こ
の
文
字
は
、
身
に
ま
と
う
衣
服
を

表
す
と
と
と
も
に
、
降
伏
し
付
き
従
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
月
を
、

「

」
で
ふ
く
づ
く
り
を
表
し
ま
す
。
ふ
く
づ
く
り
は
「
及
」

に
似
た
形
で
す
の
で
、
同
じ
点
字
符
号
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

熟
語
：

（
衣
服
）

従
（
服
従
）

（
４
）

携

ケ
イ

た
ず
さ
え
る

た
ず
さ
わ

る
手
偏

＋

隹

／

乃

占
い
の
た
め
に
、
隹
（
鳥
）
を
台
に
載
せ
て
運
ぶ
こ
と
を
表

す
形
声
文
字
で
す
。
こ
の
「
乃
」
は
、
台
の
形
を
表
し
ま
す
。

手
で
持
っ
て
運
ぶ
こ
と
か
ら
、
「
た
ず
さ
え
る
、
た
ず
さ
わ

る
」
と
訓
読
さ
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ

ま
す
。
「

」
で
乃
を
、
「

」
で
手
偏
を
表
し
ま
す
。

「
隹
」
は
省
略
さ
れ
ま
す
。
ま
た
漢
点
字
符
号
は
左
右
が
逆
に

な
っ
て
い
ま
す
。

熟
語
：

帯
（
携
帯
）

提

（
提
携
）

（
５
）

秀

シ
ュ
ウ

ひ
い
で
る

禾

／

乃

実
を
結
ん
で
穂
が
垂
れ
た
穀
物
を
象
っ
た
象
形
文
字
で
す
。

穂
が
上
に
伸
び
て
、
よ
い
実
を
つ
け
る
こ
と
か
ら
、
「
ひ
い
で

る
」
と
訓
読
さ
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ

ま
す
。
「

」
で
禾
を
、
「

」
で
乃
を
表
し
ま
す
。

例
：

透

誘

熟
語
：

（
優
秀
）

（
秀
才
）

（
６
）

跡

セ
キ

あ
と

足
偏

＋

亦

足
跡
を
意
味
す
る
文
字
で
す
。
「
足
」
と
「
亦
」
で
構
成
さ

れ
る
形
声
文
字
で
す
。
こ
の
「
亦
」
は
「
ま
た
」
で
は
な
く
、

「
朿
（
シ
）
」
の
変
化
し
た
形
で
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
足
を
、
「

」
で
亦
を
表
し

ま
す
。

熟
語
：

（
足
跡
）

（
城
跡
）

（
７
）

恋

レ
ン

こ
い

こ
う

亦

／

心

「
亦
」
の
下
に
「
心
」
が
置
か
れ
た
形
の
形
声
文
字
で
す
。

旧
字
体
は
「
戀
」
で
、
上
の
部
分
は
「
糸
・
言
・
糸
」
の
形
で

す
。
「
亦
」
の
形
は
こ
れ
を
簡
略
化
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
上

の
部
分
の
形
が
引
き
つ
け
る
こ
と
を
意
味
し
て
、
こ
の
文
字
で

は
心
を
引
き
つ
け
る
と
い
う
意
味
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で

は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
亦
を
、
「

」
で

心
を
表
し
ま
す
。
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熟
語
：

（
恋
愛
）

（
恋
人
）

（
８
）

園

エ
ン

そ
の

囗
（
く
に
が
ま
え
）

＞

袁

囲
い
の
中
に
「
袁
」
が
置
か
れ
た
形
の
形
声
文
字
で
す
。
元

は
墓
園
を
意
味
す
る
文
字
で
し
た
が
、
現
在
で
は
広
く
庭
園
を

指
し
手
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
囗
を
、

「

」
で
袁
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

庭

（
庭
園
）

（
学
園
）

（
９
）

遠

エ
ン

オ
ン

と
お
い

し
ん
に
ょ
う

＋

袁

「
袁
」
に
進
に
ょ
う
を
加
え
た
形
の
形
声
文
字
で
す
。
遠
く

へ
旅
立
つ
こ
と
を
表
し
て
、
そ
こ
か
ら
「
と
お
い
」
と
訓
読
さ

れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」

で
し
ん
に
ょ
う
を
、
「

」
で
袁
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
遠
方
）

（
永
遠
）

（

）

取

シ
ュ

と
る

10

耳
偏

＋

又

戦
い
で
、
敵
の
左
耳
を
、
右
手
で
切
り
取
る
こ
と
を
表
す
会

意
文
字
で
す
。
そ
の
耳
は
、
戦
果
と
勲
功
の
証
と
な
り
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
「
と
る
」
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」

で
耳
を
、
「

」
で
又
を
表
し
ま
す
。

例
：

最

撮

趣

熟
語
：

得
（
取
得
）

聴

（
聴
取
）

（

）

刊

カ
ン

け
ず
る

11

干

＋

立
刀

木
を
刃
物
で
削
る
こ
と
を
表
す
形
声
文
字
で
す
。
版
木
に
文

字
を
彫
っ
て
書
物
を
出
版
す
る
こ
と
を
刊
行
と
言
い
ま
す
。
漢

点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
干
を
、

「

」
で
立
刀
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
刊
行
）

誌
（
月
刊
誌
）

（

）

宇

ウ

12

ウ
冠

／

于

大
き
な
ド
ー
ム
状
の
屋
根
、
あ
る
い
は
大
き
な
軒
を
意
味
す

る
形
声
文
字
で
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま

す
。
「

」
で
ウ
冠
を
、
「

」
で
于
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

宙
（
宇
宙
）

（

）

株

シ
ュ

か
ぶ

13

木
偏

＋

朱

木
の
「
か
ぶ
」
を
意
味
す
る
形
声
文
字
で
す
。
「
か
ぶ
」
と

－ ３ －



は
、
木
の
根
元
、
地
面
よ
り
上
へ
出
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
そ
こ
か
ら
資
本
を
等
分
し
て
分
け
持
つ
こ
と
を
意
味
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま

す
。
「

」
で
木
を
、
「

」
で
朱
を
表
し
ま
す
。

熟
語

切
り

（
切
り
株
）

（
株

式
会
社
）

（

）

基

キ

も
と
い

14

其

／

土

建
物
の
四
角
い
基
礎
・
土
台
を
意
味
す
る
形
声
文
字
で
す
。

漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
其
を
、

「

」
で
土
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

礎
（
基
礎
）

（
基
本
）

（

）

勘

カ
ン

15

甚

＋

力

す
き
（
耒
）
を
研
ぐ
こ
と
を
表
す
会
意
文
字
で
す
。
そ
こ
か

ら
「
か
ん
が
え
る
、
し
ら
べ
る
」
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

「

」
で
甚
を
、
「

」
で
力
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、

文
字
の
左
側
に
「
甚
」
が
位
置
す
る
と
き
は
、
「

」
の
点
字

符
号
を
取
り
ま
す
。

熟
語
：

（
勘
案
）

定
（
勘
定
）

（

）

堪

カ
ン

タ
ン

た
え
る

16

土
偏

＋

甚

土
間
に
設
え
た
竈
を
意
味
す
る
形
声
文
字
で
す
。
そ
こ
で
土

器
な
ど
を
焼
く
こ
と
か
ら
、
熱
に
「
た
え
る
」
と
い
う
意
味
に

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
「
た
の
し
む
」
の
意

味
に
も
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ

ま
す
。
「

」
で
土
偏
を
、
「

」
で
甚
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

忍
（
堪
忍
）

（
堪
能
）

（

）

迭

テ
ツ

17

し
ん
に
ょ
う

＋

失

「
失
」
は
、
巫
女
が
舞
っ
て
昂
ぶ
る
様
子
を
表
す
文
字
で

す
。
こ
の
文
字
は
、
巫
女
が
高
く
低
く
激
し
く
舞
う
こ
と
を
表

す
形
声
文
字
で
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま

す
。
「

」
で
し
ん
に
ょ
う
を
、
「

」
で
失
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

更

（
更
迭
）

（

）

供

キ
ョ
ウ

ク

そ
な
え
る

と
も

18

人
偏

＋

共

「
共
」
は
供
え
物
を
捧
げ
持
つ
形
を
象
っ
た
文
字
で
、
こ
の

文
字
も
、
人
が
供
物
を
捧
げ
る
こ
と
を
表
す
形
声
文
字
で
す
。

ま
た
「
と
も
」
と
訓
読
し
て
、
付
き
従
う
意
味
に
も
用
い
ら
れ

－ ４ －



ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で

人
偏
を
、
「

」
で
共
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
供
花
）

（
子
供
）

（

）

娯

ゴ

た
の
し
む

19

女
偏

＋

呉

「
呉
」
は
巫
女
が
舞
を
舞
う
姿
を
象
っ
た
文
字
で
、
こ
の
文

字
は
、
女
の
巫
女
が
舞
う
こ
と
を
表
す
形
声
文
字
で
す
。
興
に

乗
っ
て
楽
し
げ
に
舞
う
と
こ
ろ
か
ら
、
「
た
の
し
む
」
の
訓
に

用
い
ら
れ
ま
し
た
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま

す
。
「

」
で
女
を
、
「

」
で
呉
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

楽
（
娯
楽
）

（

）

松

シ
ョ
ウ

ま
つ

20

木
偏

＋

公

常
緑
樹
の
「
ま
つ
」
を
表
す
形
声
文
字
で
す
。
形
の
美
し
さ

や
雄
大
さ
か
ら
、
め
で
た
い
木
と
し
て
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。
漢

点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
木
偏
を
、

「

」
で
公
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

梅
（
松
竹
梅
）

（

）

即

ソ
ク

つ
く

す
な
わ
ち

21

艮
（
コ
ン
）

＋

卩
（
ふ
し
づ
く
り
）

艮
は
皀
の
簡
略
化
し
た
形
で
、
人
が
食
膳
に
つ
く
こ
と
を
表

す
会
意
文
字
で
す
。
そ
こ
か
ら
「
つ
く
」
の
訓
に
用
い
ら
れ

て
、
食
事
に
臨
む
こ
と
か
ら
「
す
な
わ
ち
」
と
用
い
ら
れ
ま

す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
は
発

音
を
、
「

」
で
卩
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

位
（
即
位
）

座
（
即
座
）

（

）

節

セ
ツ

ふ
し

22

竹
冠

／

即

竹
冠
と
即
で
構
成
さ
れ
る
、
竹
の
節
を
意
味
す
る
形
声
文
字

で
す
。
「
卩
」
は
、
こ
の
文
字
の
構
成
要
素
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
「
ふ
し
づ
く
り
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
竹
冠
を
、
「

」
で
卩
を
表

し
ま
す
。
「
艮
」
は
省
略
さ
れ
ま
す
。

熟
語
：

（
季
節
）

（
節
分
）

（

）

厄

ヤ
ク

23

厂
（
が
ん
だ
れ
）

＞

卩

馬
車
の
長
柄
の
先
の
「
く
び
き
」
を
象
っ
た
象
形
文
字
で

す
。
「
く
び
き
」
は
長
柄
を
馬
の
首
に
繋
ぐ
横
木
で
す
。
こ
の

文
字
の
右
下
の
部
分
は
、
「
卩
」
（
ふ
し
づ
く
り
）
か
ら
変
化

し
た
も
の
と
同
じ
形
で
す
。
馬
が
馬
車
に
繋
が
れ
る
こ
と
か

ら
、
「
わ
ざ
わ
い
」
の
意
味
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で

－ ５ －



は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
厂
を
、
「

」
で

卩
を
表
し
ま
す
。

例
：

危

熟
語
：

（
災
厄
）

払
い
（
厄
払
い
）

（

）

神

シ
ン

ジ
ン

か
み

24

示
偏

＋

申

「
か
み
」
を
表
す
文
字
は
、
稲
妻
を
象
っ
た
「
申
」
で
し
た

が
、
「
も
う
す
」
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
こ

れ
に
示
偏
を
付
け
た
形
声
文
字
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
文
字

は
、
「
か
み
」
だ
け
で
な
く
、
「
こ
こ
ろ
、
こ
こ
ろ
の
は
た
ら

き
」
の
意
味
に
も
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」

で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
示
偏
を
、
「

」
で
申
を
表
し
ま

す
。熟

語
：

精

（
精
神
）

経
（
神
経
）

（

）

洩

エ
イ

も
ら
す

も
れ
る

25

さ
ん
ず
い

＋

曳

水
が
細
く
長
く
尾
を
引
い
て
漏
れ
出
る
こ
と
を
表
す
形
声
文

字
で
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」

で
さ
ん
ず
い
を
、
「

」
で
曳
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

漏

（
漏
洩
）

（

）

臥

ガ

ふ
す

26

臣

＋

人

目
を
伏
せ
て
い
る
人
を
意
味
す
る
会
意
文
字
で
す
。
そ
こ
か

ら
身
体
を
横
た
え
る
こ
と
を
表
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
漢
点

字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
臣
を
、

「

」
で
人
を
表
し
ま
す
。

例
：

監

熟
語
：

臥
（
仰
臥
）

伏

（
伏
臥
）

（

）

距

キ
ョ

へ
だ
て
る

け
づ
め

27

足
偏

＋

巨

巨
は
さ
し
が
ね
を
表
し
ま
す
。
直
角
に
折
れ
曲
が
っ
て
い
て

他
の
も
の
と
合
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
足
偏
が
付
い
て
、
「
へ
だ

て
る
」
の
訓
に
用
い
ら
れ
る
形
声
文
字
が
で
き
ま
し
た
。

「
巨
」
は
ま
た
、
鶏
の
け
づ
め
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ

の
意
味
に
も
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表

さ
れ
ま
す
。
「

」
で
足
を
、
「

」
で
巨
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
距
離
）

鶏

（
鶏
距
）

（

）

尾

ビ

お

28

尸
（
し
か
ば
ね
）

＞

毛

獣
の
尻
尾
が
垂
れ
た
と
こ
ろ
を
象
っ
た
象
形
文
字
で
す
。

「
う
し
ろ
、
お
わ
り
」
の
意
味
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で

－ ６ －



は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
尸
を
、
「

」
で

毛
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
末
尾
）

尻

（
尻
尾
）

（

）

僧

ソ
ウ

29

人
偏

＋

曽

仏
教
の
僧
侶
を
表
す
形
声
文
字
で
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
人
偏
を
、
「

」
で
曽
を
表

し
ま
す
。
第
二
人
偏
を
用
い
て
い
ま
す
。

熟
語
：

侶
（
僧
侶
）

坊
（
僧
坊
）

（

）

祖

ソ

30

示
偏

＋

且

先
祖
を
祭
る
祭
壇
に
供
物
を
捧
げ
る
こ
と
を
表
す
形
声
文
字

で
す
。
そ
こ
か
ら
「
も
と
、
は
じ
め
」
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま

す
。
「

」
で
示
偏
を
、
「

」
で
且
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
祖
父
母
）

先

（
先
祖
）

（

）

池

チ

い
け

31

さ
ん
ず
い

＋

也

也
は
蛇
を
象
っ
て
い
て
、
水
の
広
が
り
を
表
す
形
声
文
字
で

す
。
「
い
け
」
は
、
人
工
的
に
掘
っ
た
堀
の
こ
と
で
す
。
漢
点

字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
さ
ん
ず
い

を
、
「

」
で
也
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

塘
（
池
塘
）

蓮

（
蓮
池
）

（

）

彩

サ
イ

い
ろ
ど
る

あ
や

32

采

＋

彡
（
さ
ん
づ
く
り
）

采
は
草
木
か
ら
色
を
取
る
こ
と
を
表
し
て
い
て
「
色
取
り
」

の
意
味
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
彡
は
そ
れ
を
強
調
し
て
、

「
色
取
る
、
色
取
り
」
の
形
声
文
字
と
な
り
ま
し
た
。
漢
点
字

で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
采
を
、
「

」

で
彡
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
色
彩
）

（
光
彩
）

（

）

粧

シ
ョ
ウ

よ
そ
お
う

33

米
偏

＋

庄

身
を
飾
っ
て
新
た
な
姿
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
形
声
文
字

で
す
。
顔
に
紅
を
差
し
た
り
、
身
を
飾
っ
た
り
す
る
こ
と
を
表

し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」

で
米
偏
を
、
「

」
で
庄
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
化
粧
）

（

）

暁

ギ
ョ
ウ

あ
か
つ
き

34

日
偏

＋

尭

－ ７ －



尭
は
竈
で
土
器
を
焼
く
形
で
、
土
器
を
高
く
積
み
上
げ
る
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。
こ
の
文
字
は
、
夜
明
け
に
地
平
線
か
ら
日

が
高
く
昇
っ
て
、
徐
々
に
明
る
く
な
る
こ
と
を
表
す
形
声
文
字

で
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で

日
を
、
「

」
で
尭
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
暁
天
）

早

（
早
暁
）

（

）

団

ダ
ン

ト
ン

35

囗
（
く
に
が
ま
え
）

＞

寸

専
の
旧
字
体
は
「
專
」
、
こ
の
文
字
の
旧
字
体
は
「
團
」
で

す
。
新
字
体
は
「
專
」
に
含
ま
れ
る
寸
だ
け
が
残
り
ま
し
た
。

「
專
」
は
、
丸
い
形
を
表
し
て
、
囗
と
と
も
に
一
つ
に
ま
と
め

る
こ
と
を
意
味
す
る
形
声
文
字
で
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
囗
を
、
「

」
で
専
（
寸
）

を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
団
体
）

布

（
布
団
）

（

）

停

テ
イ

36

人
偏

＋

亭

街
道
沿
い
に
駅
亭
が
設
け
ら
れ
て
、
旅
人
が
宿
泊
し
ま
し

た
。
こ
の
文
字
は
、
「
と
ま
る
、
と
ど
ま
る
、
い
こ
う
」
の
意

味
に
用
い
ら
れ
る
形
声
文
字
で
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」

で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
人
偏
を
、
「

」
で
亭
を
表
し
ま

す
。
第
二
人
偏
を
用
い
ま
し
た
。

熟
語
：

（
停
車
）

留
（
停
留
）

（

）

張

チ
ョ
ウ

は
る

37

弓
偏

＋

長

弓
の
弦
を
張
る
こ
と
を
表
す
形
声
文
字
で
す
。
「
は
る
、
ひ

っ
ぱ
る
、
ひ
ろ
げ
る
」
の
意
味
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で

は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
弓
偏
を
、
「

」

で
長
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
張
力
）

緊

（
緊
張
）

（

）

頭

ト
ウ

ズ

あ
た
ま

か
し
ら

38

豆

＋

頁

豆
は
脚
の
つ
い
た
器
を
表
す
文
字
で
、
人
の
首
に
似
た
形
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
頁
は
人
の
頭
の
象
形
で
す
。
そ
こ
か
ら

「
あ
た
ま
、
か
し
ら
」
を
指
す
形
声
文
字
と
な
り
ま
し
た
。
頭

は
身
体
の
上
部
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
は
じ
め
」
の
意
味
に
も

用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

「

」
で
頁
を
、
「

」
で
豆
を
表
し
ま
す
。
左
右
が
逆
に
な

っ
て
い
ま
す
。

熟
語
：

（
頭
目
）

（
頭
上
）

（

）

治

ジ

チ

お
さ
め
る

な
お
す

39

－ ８ －



さ
ん
ず
い

＋

台

台
は
農
耕
で
使
う
ス
キ
を
祓
い
清
め
て
実
り
を
祈
る
こ
と
を

表
し
ま
す
。
こ
の
文
字
は
、
水
の
穏
や
か
な
こ
と
を
祈
念
す
る

こ
と
、
治
水
、
さ
ら
に
政
治
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
形
声
文
字

で
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で

さ
ん
ず
い
を
、
「

」
で
台
を
表
し
ま
す
。
第
二
さ
ん
ず
い
を

用
い
て
い
ま
す
。

熟
語
：

（
治
安
）

世
（
治
世
）

（

）

詞

シ

こ
と
ば

40

言
偏

＋

司

司
は
神
へ
の
祈
り
を
表
す
文
字
で
す
。
そ
れ
に
言
偏
が
つ
い

て
祈
り
の
言
葉
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
形
声
文
字
で
す
。

後
に
言
葉
全
般
を
表
す
文
字
に
な
り
ま
し
た
。
漢
点
字
で
は
、

「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
言
偏
を
、
「

」
で
司

を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

歌

（
歌
詞
）

祝

（
祝
詞
）

（

）

指

シ

ゆ
び

さ
す

41

手
偏

＋

旨

食
物
の
味
が
よ
く
、
指
さ
し
て
褒
め
る
こ
と
を
表
す
形
声
文

字
で
す
。
指
示
・
指
図
す
る
意
味
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字

で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
手
偏
を
、

「

」
で
旨
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
食
指
）

（
指
事

文
字
）

（

）

故

コ

ゆ
え

42

古

／

攵
（
ボ
ク
、
ノ
文
）

「
ふ
る
い
、
も
と
」
の
意
味
の
文
字
で
す
が
、
後
に
神
に
強

く
祈
る
意
味
を
表
す
会
意
文
字
で
す
。
攵
は
、
棒
で
打
ち
据
え

る
こ
と
を
表
し
ま
す
。
「
こ
と
さ
ら
に
、
わ
ざ
と
」
の
意
味

で
、
「
ゆ
え
」
の
訓
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
古
を
、
「

」
で
攵
を
表
し

ま
す
。

熟
語
：

郷
（
故
郷
）

（
事
故
）

（

）

初

シ
ョ

は
じ
め

は
じ
め
て

は

43

つ

う
い

衣
偏

＋

刀

子
供
の
最
初
の
産
着
を
作
る
こ
と
を
表
す
会
意
文
字
で
す
。

布
に
初
め
て
鋏
を
入
れ
る
こ
と
を
表
し
ま
す
。
そ
こ
で
「
は
じ

め
、
は
じ
め
て
、
は
つ
、
う
い
」
の
訓
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

「

」
で
衣
偏
を
、
「

」
で
刀
（
刃
物
）
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

）
初
心
）

最

（
最
初
）

－ ９ －



（

）

忍

ニ
ン

し
の
ぶ

し
の
ば
せ
る

44

刃

／

心

心
を
強
く
し
て
耐
え
忍
ぶ
こ
と
を
表
す
形
声
文
字
で
す
。

「
し
の
び
」
と
読
め
ば
、
忍
者
を
意
味
し
ま
す
。
漢
点
字
で

は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
刃
を
、
「

」
で

心
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

耐
（
忍
耐
）

（
堪
忍
）

（

）

刻

コ
ク

き
ざ
む

45

亥
（
ガ
イ
）

＋

立
刀

「
亥
」
は
堅
い
骨
格
を
表
す
文
字
で
、
刃
物
で
そ
の
骨
を
切

り
分
け
る
こ
と
を
表
す
形
声
文
字
で
す
。
そ
こ
か
ら
「
き
ざ

む
」
の
訓
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
漢
点
字
で

は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
亥
を
、
「

」
で

立
刀
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
刻
苦
（

（
時
刻
）

（

）

設

セ
ツ

も
う
け
る

46

言
偏

＋

殳
（
シ
ュ
、
ル
又
）

「
殳
」
は
矛
を
象
っ
た
文
字
で
、
祝
詞
で
矛
を
清
め
る
こ
と

を
表
す
会
意
文
字
で
す
。
「
お
く
、
つ
ら
ね
る
」
の
意
味
が
あ

り
、
そ
こ
か
ら
「
も
う
け
る
」
の
訓
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
漢

点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
言
偏
を
、

「

」
で
殳
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

備
（
設
備
）

施

（
施
設
）

（

）

般

ハ
ン

め
ぐ
る

47

舟
偏

＋

殳
（
シ
ュ
、
ル
又
）

舟
形
の
大
皿
を
打
っ
て
楽
器
と
し
た
こ
と
を
表
す
会
意
文
字

で
す
。
「
殳
」
に
は
打
つ
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
楽
器
を

打
っ
て
「
た
の
し
む
」
と
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
一

様
、
色
々
、
先
頃
な
ど
、
全
体
に
渡
る
意
味
に
用
い
ら
れ
ま

す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
舟

偏
を
、
「

」
で
殳
を
表
し
ま
す
。

例
：

盤

熟
語
：

（
一
般
）

（
今
般
）

（

）

芝

シ

し
ば

48

草
冠

／

之

現
在
で
は
栽
培
品
種
の
芝
生
を
指
す
形
声
文
字
で
す
。
元
は

霊
妙
な
薬
草
の
こ
と
で
し
た
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表

さ
れ
ま
す
。
「

」
で
草
冠
を
、
「

」
で
之
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
芝
生
）

（
芝
居
）

（

）

常

ジ
ョ
ウ

つ
ね

と
こ

49

－ １０ －



尚

／

巾

帯
か
ら
垂
ら
し
た
布
で
あ
る
裳
を
意
味
す
る
形
声
文
字
で

す
。
長
さ
が
一
定
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
つ
ね
」
の
訓
に
用

い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

「

」
で
尚
を
、
「

」
で
巾
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
常
用
）

（

常
時
）

＊

「
尚
」
が
構
成
要
素
と
な
っ
て
そ
の
文
字
の
上
部
に
位

置
す
る
と
き
、
漢
点
字
符
号
は
、
「

」
と
な
り
ま
す
。

（

）

波

ハ

な
み

50

さ
ん
ず
い

＋

皮

皮
は
獣
の
皮
を
剥
ぎ
取
る
形
を
象
っ
た
文
字
で
、
そ
れ
が
ゆ

ら
ゆ
ら
と
揺
ら
め
く
様
子
と
、
水
面
の
波
の
揺
ら
め
き
が
重
な

っ
た
形
声
文
字
で
す
。
水
の
波
の
他
、
波
に
は
電
磁
波
や
音
波

が
あ
り
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

「

」
で
さ
ん
ず
い
を
、
「

」
で
皮
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
波
頭
）

紋
（
波
紋
）

（

）

肥

ヒ

こ
え
る

こ
や
す

51

肉
月
偏

＋

巴

巴
は
卩
（
ふ
し
づ
く
り
）
に
由
来
す
る
形
で
、
人
が
屈
ん
で

い
る
様
子
を
象
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
文
字
は
肉
月
が
付
い
て
、

肉
付
き
の
よ
い
身
体
を
表
す
会
意
文
字
で
す
。
ま
た
地
味
の
豊

か
な
意
味
に
も
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で

表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
肉
月
偏
を
、
「

」
で
巴
を
表
し
ま

す
。熟

語
：

満
（
肥
満
）

料
（
肥
料
）

（

）

悲

ヒ

か
な
し
い

か
な
し
む

52

非

／

心

心
の
痛
み
を
表
す
形
声
文
字
で
す
。
「
か
な
し
い
」
と
い
う

感
情
の
表
現
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で

表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
非
を
、
「

」
で
心
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
悲
哀
）

（
悲
運
）

（

）

否

ヒ

い
な

し
か
ら
ず

53

不

／

口

神
に
捧
げ
ら
れ
た
祈
り
が
、
拒
絶
さ
れ
る
こ
と
を
表
す
会
意

文
字
で
す
。
「
い
な
、
し
か
ら
ず
」
と
訓
読
さ
れ
て
、
否
定
を

表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

「

」
で
不
を
、
「

」
で
口
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

定
（
否
定
）

拒

（
拒
否
）
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（

）

編

ヘ
ン

あ
む

54

糸
偏

＋

扁
（
ヘ
ン
、
ひ
ら
た
い
）

旁
の
「
扁

」
は
、
「
戸
」
と
「
冊
」
で
で
き
た
会
意

文
字
で
、
片
開
き
の
編
み
戸
を
表
し
ま
す
。
こ
の
文
字
は
、
文

字
が
書
か
れ
た
竹
簡
や
木
簡
を
革
紐
で
綴
じ
る
こ
と
を
表
す
形

声
文
字
で
す
。
後
に
、
書
物
の
編
纂
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」

で
糸
偏
を
、
「

」
で
扁
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
編
集
）

（
長
編
）

（

）

忘

ボ
ウ

わ
す
れ
る

55

亡

／

心

物
事
に
熱
中
し
て
他
を
忘
れ
る
こ
と
を
表
す
形
声
文
字
で

す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
亡

を
、
「

」
で
心
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

却

（
忘
却
）

健

症
（
健
忘
症
）

（

）

亨

コ
ウ

キ
ョ
ウ

と
お
る

56

な
べ
ぶ
た

／

口

／

了

煮
炊
き
し
て
、
人
を
持
て
成
す
こ
と
を
表
す
象
形
文
字
で

す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
な

べ
ぶ
た
を
、
「

」
で
了
を
表
し
ま
す
。

（

）

裁

サ
イ

た
つ

さ
ば
く

57

十
・
戈
（
ほ
こ
構
え
）

＞

衣

哉
は
、
戈
（
ほ
こ
）
を
清
め
て
戦
勝
を
祈
念
す
る
こ
と
を
表

し
ま
す
。
こ
の
文
字
は
、
哉
の
構
え
の
中
に
あ
る
「
口
」
の
代

わ
り
に
「
衣
」
が
入
る
形
で
、
初
め
て
衣
服
を
作
る
と
き
に
、

邪
気
を
祓
っ
て
か
ら
布
を
裁
断
す
る
こ
と
を
表
す
形
声
文
字
で

す
。
そ
こ
か
ら
「
た
つ
、
さ
ば
く
」
の
訓
で
用
い
ら
れ
ま
す
。

漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
哉
の
構

え
を
、
「

」
で
衣
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

判
（
裁
判
）

決

（
決
裁
）

（

）

宮

キ
ュ
ウ

グ
ウ

み
や

58

ウ
冠

／

呂

ウ
冠
は
屋
根
の
大
き
な
建
物
、
「
呂
」
は
祭
壇
を
表
す
会
意

文
字
で
す
。
元
は
神
を
祭
っ
た
建
物
を
指
し
ま
し
た
が
、
王
が

祭
司
を
努
め
る
と
こ
ろ
か
ら
、
王
の
御
所
も
「
宮
」
と
言
い
ま

す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
ウ

冠
を
、
「

」
で
呂
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
神
宮
）

城
（
宮
城
）

（

）

芽

ガ

め

59
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草
冠

／

牙

春
、
草
木
が
力
強
く
芽
生
え
る
こ
と
を
表
す
形
声
文
字
で

す
。
「
牙
」
は
、
生
命
の
息
吹
を
表
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、

「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
草
冠
を
、
「

」
で
牙

を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
発
芽
）

え
（
芽
生
え
）

（

）

似

ジ

に
る

60

人
偏

＋

以

元
は
後
を
継
ぐ
こ
と
を
表
す
形
声
文
字
で
し
た
。
そ
こ
か

ら
、
後
を
継
ぐ
者
は
先
代
に
相
似
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

「
に
る
」
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
漢
点

字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
人
偏
を
、

「

」
で
以
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

類

（
類
似
）

顔
絵
（
似
顔
絵
）

（

）

屋

オ
ク

や

61

尸
（
し
か
ば
ね
）

＞

至

至
は
、
矢
を
放
っ
て
神
聖
な
場
所
を
選
択
す
る
こ
と
を
表
し

て
、
こ
の
文
字
は
、
そ
こ
に
建
物
を
建
て
る
こ
と
を
意
味
す
る

会
意
文
字
で
す
。
現
在
で
は
、
「
い
え
、
す
ま
い
」
を
表
し
ま

す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
尸

を
、
「

」
で
至
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
家
屋
）

（
屋
台
）

（

）

室

シ
ツ

む
ろ

62

ウ
冠

／

至

至
は
、
神
聖
な
場
所
を
選
択
す
る
占
い
を
意
味
し
て
、
そ
こ

に
祖
先
を
祭
る
建
物
を
建
て
る
こ
と
を
表
す
会
意
文
字
で
す
。

現
在
で
は
生
活
に
利
用
す
る
部
屋
の
意
味
に
用
い
ら
れ
ま
す
。

漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
ウ
冠

を
、
「

」
で
至
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
居
室
）

（
氷
室
）

（

）

致

チ

い
た
す

63

至

＋

攵
（
ボ
ク
、
ノ
文
）

至
は
、
矢
を
放
っ
て
神
聖
な
場
所
を
占
う
こ
と
を
意
味
し

て
、
こ
の
文
字
は
、
人
が
そ
の
場
所
に
達
す
る
こ
と
を
表
す
会

意
文
字
で
す
。
「
お
く
り
と
ど
け
る
、
お
よ
ぼ
す
」
の
意
味
に

用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。

「

」
で
攵
を
、
「

」
で
至
を
表
し
ま
す
。
左
右
が
逆
に
な

っ
て
い
ま
す
。

熟
語
：

（
合
致
）

極

（
極
致
）
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（

）

到

ト
ウ

い
た
る

64

至

＋

立
刀

至
は
、
矢
を
放
っ
て
神
聖
な
場
所
を
占
う
こ
と
を
表
し
て
、

こ
の
文
字
は
、
人
が
そ
の
場
所
に
達
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
会

意
文
字
で
す
。
「
い
た
る
、
つ
く
」
の
意
味
に
用
い
ら
れ
ま

す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
至

を
、
「

」
で
立
刀
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

着
（
到
着
）

（
到
頭
）

＊

「
致
」
と
「
到
」
の
二
文
字
は
、
字
源
が
一
つ
で
す
。

（

）

野

ヤ

の

65

里
偏

＋

予

里
の
周
辺
の
野
原
を
表
す
形
声
文
字
で
す
。
里
は
田
畑
と
社

を
表
し
て
い
て
、
こ
の
文
字
は
、
そ
の
周
辺
の
、
人
の
生
活
の

領
域
の
原
を
指
し
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ

ま
す
。
「

」
で
里
を
、
「

」
で
予
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
原
野
）

（
山
野
）

（

）

務

ム

つ
と
め

つ
と
め
る

66

矛

＋

攵
（
ノ
文
）

／

力

「
矛
」
と
「
攵
」
は
人
を
背
後
か
ら
急
き
立
て
る
こ
と
、

「
力
」
は
農
耕
を
表
し
ま
す
。
こ
の
文
字
は
、
農
耕
に
励
む
こ

と
を
意
味
す
る
形
声
文
字
で
す
。
そ
こ
か
ら
「
つ
と
め
、
つ
と

め
る
」
の
訓
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
漢
点
字
で

は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
矛
を
、
「

」
で

力
を
表
し
ま
す
。
攵
は
省
略
さ
れ
ま
す
。

例
：

霧

熟
語
：

勤

（
勤
務
）

執

（
執
務
）

（

）

監

カ
ン

み
る

67

“
臣
＋
ノ
一
／
一
”

／

皿

人
が
俯
い
て
い
る
形
の
「
臥
」
と
「
皿
」
で
構
成
さ
れ
た
会

意
文
字
で
す
。
「
皿
」
は
水
盤
で
、
水
に
姿
を
写
す
こ
と
を
表

す
「
鑑
」
の
元
の
字
で
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ

れ
ま
す
。
「

」
で
臣
を
、
「

」
で
皿
を
表
し
ま
す
。
他
の

構
成
要
素
は
省
略
さ
れ
ま
す
。

例
：

艦

鑑

藍

熟
語
：

督
（
監
督
）

査
（
監
査
）

（

）

盤

バ
ン

お
お
ざ
ら

た
ら
い

68

般

／

皿

こ
の
文
字
の
元
の
形
は
「
般
」
で
、
こ
れ
に
「
皿
」
を
加
え

た
形
声
文
字
で
す
。
「
お
お
ざ
ら
、
た
ら
い
」
を
指
す
文
字
で

す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
般
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を
、
「

」
で
皿
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
水
盤
）

（
円
盤
）

（

）

担

タ
ン

に
な
う

か
つ
ぐ

69

手
偏

＋

旦

旁
の
「
旦
」
が
音
を
表
す
形
声
文
字
で
す
が
、
本
字
は

「
擔
」
で
、
旁
の
「
旦
」
は
、
簡
略
形
で
す
。
「
に
な
う
、
か

つ
ぐ
」
の
訓
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で

表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
手
偏
を
、
「

」
で
旦
を
表
し
ま

す
。熟

語
：

当
（
担
当
）

（
分
担
）

（

）

紺

コ
ン

70

糸
偏

＋

甘

深
い
青
色
を
表
す
形
声
文
字
で
す
。
絹
地
の
紺
色
は
、
大
変

珍
重
さ
れ
ま
し
た
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま

す
。
「

」
で
糸
偏
を
、
「

」
で
甘
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
紺
青
）

碧
（
紺
碧
）

（

）

振

シ
ン

ふ
る

ふ
る
う

71

手
偏

＋

辰

辰
は
動
き
を
意
味
す
る
文
字
で
、
こ
の
文
字
は
手
で
揺
り
動

か
す
こ
と
を
表
す
形
声
文
字
で
す
。
動
か
し
て
奮
い
立
た
せ
る

意
味
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
漢
点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ

ま
す
。
「

」
で
手
偏
を
、
「

」
で
辰
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

（
振
動
）

幅
（
振
幅
）

（

）

震

シ
ン

ふ
る
え
る

72

雨
冠

／

辰

辰
は
動
く
こ
と
を
表
し
て
、
こ
の
文
字
は
天
が
激
し
く
動
く

こ
と
、
激
し
い
雷
鳴
を
意
味
す
る
形
声
文
字
で
す
。
そ
こ
か
ら

「
ふ
る
え
る
」
の
訓
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
漢

点
字
で
は
、
「

」
で
表
さ
れ
ま
す
。
「

」
で
雨
冠
を
、

「

」
で
辰
を
表
し
ま
す
。

熟
語
：

地

（
地
震
）

（
余
震
）

以
上
、
十
一
回
に
渡
っ
て
、
漢
点
字
の
概
略
を
ご
紹
介
し
て

参
り
ま
し
た
。

誠
に
浅
学
と
非
力
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
な
が
ら
の
作
業
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
願
わ
く
は
読
者
諸
兄
姉
の
ご
批
判
を
仰
げ
れ
ば

幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
年
、
壬
辰
）

二
月
十
五
日
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点
字
か
ら
識
字
ま
で
の
距
離
（
八
十
六
）

野
馬
追
文
庫

(

南
相
馬
へ
の
支
援)

(

四)

山

内

薫
（
墨
田
区
立
あ
ず
ま
図
書
館
）

一
月
一
二
日
に
生
活
支
援
相
談
室
の
Ｒ
さ
ん
か
ら
次
の
よ
う

な
メ
ー
ル
と
写
真
が
Ｋ
さ
ん
宛
に
届
い
た
。

「
Ｋ
さ
ま

昨
年
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
復
興
に
向
け
て
の
計
画
が
、
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
た

だ
き
た
い
の
で
す
が
、

南
相
馬
市
は
…
…
…
ま
だ
ま
だ
大
き
な
課
題
が
山
積
で
国
や

県
・
行
政
、
関
係
機
関
も
大
変
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｋ
先
生
の
講
演
会
の
資
料
も
同
封
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
広
報
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
今
ま
で
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
図
書
の
設
置

場
所
の
一
つ
で
あ
る
、
小
池
第
一
応
急
仮
設
住
宅
集
会
所
内
の

写
真
を
添
付
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人

南
相
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会

生
活
支
援

相
談
室

Ｒ
」

添
付
さ
れ
た
写
真
は
一
月
一
二
日
に
撮
ら
れ
た
も
の
で
、
仮

設
住
宅
の
集
会
所
の
中
に
設
置
さ
れ
た
ス
チ
ー
ル
製
の
本
棚
が

写
っ
て
い
る
。
五
段
に
仕
切
ら
れ
た
本
棚
の
二
段
目
と
三
段
目

に
本
が
収
納
さ
れ
て
お
り
、
我
々
が
送
っ
た
野
馬
追
文
庫
の

本
、
二
四
冊
と
紙
芝
居
一
組
は
二
段
目
の
右
端
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。
八
月
か
ら
一
二
月
ま
で
に
送
っ
た
本
で
書
架
に
な
い

も
の
は
『
二
年
間
の
休
暇
』
で
、
ど
な
た
か
が
持
っ
て
行
っ
て

読
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。

八

月

に

一

斉

に

送

っ

た

『

は

じ

め

て

読

む

童

話

集

（
三
）
』
、
『
そ
ら
に
げ
ろ
』
、
『
ト
リ
ゴ
ラ
ス
』
の
他
に
書

架
に
見
ら
れ
る
本
は
『
い
た
ず
ら
き
か
ん
し
ゃ
ち
ゅ
う
ち
ゅ

う
』
（
バ
ー
ト
ン
作
、
福
音
館
書
店
）
、
『
い
っ
す
ん
ぼ
う

し
』
（
長
谷
川
摂
子
作
、
岩
波
書
店
）
、
『
で
き
る
か
な
』

（
エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル
作

偕
成
社
）
、
『
ぐ
り
と
ぐ
ら
の
え

ん
そ
く
』
（
中
川
李
枝
子
作
、
福
音
館
書
店
）
、
『
三
び
き
の

書架の写真
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や
ぎ
の
が
ら
が
ら
ど
ん
』
（
マ
ー
シ
ャ
・
ブ
ラ
ウ
ン
作
、
福
音

館
書
店
）
、
『
マ
リ
ー
ル
イ
ズ
い
え
で
す
る
』
（
ナ
タ
リ
ー
・

サ
ヴ
ィ
ッ
ジ

カ
ー
ル
ソ
ン
作
、
童
話
館
出
版
）
、
『
ち
い
さ

い
お
う
ち
』
（
バ
ー
ト
ン
作
、
岩
波
書
店
）
『
も
り
の
お
か
し

や
さ
ん
』
（
舟
崎

靖
子
作
、
偕
成
社
）
、
「
チ
ャ
イ
ル
ド
絵

本
館
―
伝
記
も
の
が
た
り
」
の
中
の
『
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
』
（
間

所
ひ
さ
こ
著
）
と
『
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
』
（
武
鹿
悦
子
著
、
ひ

さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド
）
、
『
ね
こ
い
る
と
い
い
な
あ
』
（
さ
の

よ
う
こ
作
、
小
峰
書
店
）
『
は
れ
と
き
ど
き
ぶ
た
』
（
矢
玉
四

郎
著
、
岩
崎
書
店
）
、
さ
と
う
わ
き
こ
作
の
「
ば
ば
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
お
は
な
し
」
シ
リ
ー
ズ
か
ら
『
い
そ
が
し
い
よ
る
』
『
ど

ろ
ん
こ
お
お
そ
う
じ
』
『
あ
め
ふ
り
』
（
福
音
館
書
店
）
の
三

冊
、
そ
し
て
『
ハ
ー
ト
の
お
菓
子
ノ
ー
ト
』
（
学
研
）
の
一
六

冊
が
図
書
館
の
ラ
ベ
ル
を
貼
っ
て
い
な
い
本
で
、
こ
の
う
ち
の

多
く
が
最
初
に
送
ら
れ
た
一
〇
冊
に
含
ま
れ
る
も
の
だ
と
思
わ

れ
る
。

そ
の
他
に
背
表
紙
に
図
書
館
ラ
ベ
ル
の
貼
っ
て
あ
る
本
が
七

一
冊
あ
り
、
こ
れ
は
南
相
馬
市
の
図
書
館
か
ら
団
体
貸
出
で
貸

し
出
し
さ
れ
て
い
る
本
だ
ろ
う
。
『
生
き
る
こ
と
の
意
味
』

（
高
史
明
作
、
筑
摩
書
房
）
や
『
マ
ヤ
の
一
生
』
（
椋
鳩
十

作
、
大
日
本
図
書
）
な
ど
の
児
童
書
の
他
、
門
田
泰
明
の
「
黒

豹
ダ
ブ
ル
タ
ウ
ン
」
の
文
庫
本
が
七
冊
、
ア
ル
ダ
ス
版
講
談
社

自
然
シ
リ
－
ズ
の
『
極
地
の
生
命
』
な
ど
が
五
冊
、
手
芸
や
工

芸
関
係
の
実
用
書
が
二
〇
冊
ほ
ど
（
な
ぜ
か
革
手
芸
の
本
が
三

冊
も
あ
っ
て
う
れ
し
く
な
る
）
、
マ
ッ
プ
ル
や
る
る
ぶ
が
五

冊
、
日
本
人
作
家
の
小
説
が
八
冊
ほ
ど
見
ら
れ
る
。
（
五
木
寛

之
、
氷
室
冴
子
、
高
杉
良
、
三
田
誠
広
が
二
冊
、
林
京
子
、
光

野
桃
、
水
上
勉
、
そ
の
他
に
文
庫
本
で
は
赤
川
次
郎
が
二
冊
、

渡
辺
淳
一
が
見
ら
れ
る
）

さ
ら
に
入
所
者
な
ど
か
ら
持
ち
寄
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
文
庫

本
や
単
行
本
が
一
六
冊
あ
り
、
そ
の
中
に
東
日
本
大
震
災
を
テ

ー
マ
に
詩
と
写
真
で
構
成
さ
れ
た
高
橋
桂
子
著
の
『
果
て
な
き

荒
野
を
越
え
て
』
（
三
宝
出
版
）
）
が
並
ん
で
い
る
。
二
段
目

と
三
段
目
の
書
架
は
こ
れ
ら
一
二
七
冊
の
本
で
一
杯
に
な
っ
て

い
る
。

書
架
の
一
番
上
の
一
段
目
に
は
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
と
Ｃ
Ｄ
が
一

枚
置
か
れ
て
い
て
、
そ
の
Ｃ
Ｄ
に
は
「
一
，
相
馬
盆
唄
、
二
，

相
馬
流
れ
山
、
三
，
相
馬
二
編
返
し
、
四
，
会
津
磐
梯
山
、

五
，
ラ
ジ
オ
体
操
第
一
、
六
，
ラ
ジ
オ
体
操
第
二
」
と
い
う
ラ

ベ
ル
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
地
元
の
民
謡
も
ラ
ジ
オ
体
操
も
集
会

室
で
身
体
を
動
か
す
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
と
思
う
。

書
架
の
四
段
目
に
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
の
箱
が
六
箱
、

ち
い
さ
い
タ
オ
ル
が
数
枚
、
団
扇
が
三
つ
、
「
う
つ
く
し
ま
ふ

く
し
ま
ふ
る
さ
と
カ
レ
ン
ダ
ー
二
〇
一
二
年
」
と
そ
の
下
に
も

カ
レ
ン
ダ
ー
ら
し
き
も
の
が
置
い
て
あ
る
。

そ
し
て
一
番
下
の
五
段
目
に
は
「
ラ
イ
フ
パ
ッ
クC

R
P
l
u
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布おもちゃと3歳児健診（２）

布おもちゃと3歳児健診（１）

s
」
と
い
う
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
と
そ
の
取
扱

説
明
書
が
置
い
て
あ
る
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
最
近
は
駅
な
ど
様
々
な
場

所
で
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
機
器
で
、
「
様
々
な
原
因

で
心
臓
が
痙
攣
を
起
こ
し
て
い
る
傷
病
者
（
患
者
）
の
心
電
図

を
測
定
・
解
析
を
行
な
い
、
必
要
に
応
じ
て
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を

与
え
、
血
液
を
送
り
出
す
た
め
の
正
常
な
リ
ズ
ム
に
戻
す
た
め

の
医
療
機
器
で
」
「
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
と
さ
れ
る
か
否
か

は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
心
電
図
を
み
て
自
動
的
に
判
断
」
す
る
も
の
で

「
使
用
者
に
専
門
的
な
医
療
知
識
は
必
須
で
は
」
な
い
。
「
心

肺
蘇
生
に
必
要
な
そ
の
他
の
手
順
も
音
声
な
ど
に
よ
り
指
示
が

出
さ
れ
る
為
、
心
肺
蘇
生
法
に
つ
い
て
専
門
領
域
の
知
識
が
な

く
て
も
利
用
可
能
な
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
」
る
と
い
う
機

器
で
あ
る
。
（
「
」
内
は
こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
発
売
元
で
あ
る
メ
ド

ト
ロ
ニ
ッ
ク

フ
ィ
ジ
オ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
の
引
用
）
お
そ
ら
く
各
仮
設
住
宅
の
集
会
所
に
は
全
て
設

置
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
写
真
で
は
は
っ
き
り
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ

が
「
○
○
○
○

ど
う
ぞ
ご
活
用
下
さ
い
」
と
表
紙
に
は
り
紙

さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
が
置
い
て
あ
り
、
そ
こ
に
い
く
つ
も
の
文
書

が
と
じ
ら
れ
て
い
る
。
（
ど
う
も
就
職
情
報
と
書
い
て
あ
る
よ

う
に
見
え
る
の
だ
が
、
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
）

そ
し
て
本
棚
の
外
の
壁
際
に
電
気
掃
除
機
が
置
か
れ
て
い

る
。

こ
の
一
枚
の
写
真

に
よ
っ
て
私
た
ち
が

送
っ
た
本
が
ど
の
よ

う
な
と
こ
ろ
で
活
用

さ
れ
て
い
る
の
か
が

よ
く
分
か
っ
た
。
今

ま
で
に
も
現
地
に
送

ら
れ
る
前
の
本
や
仮

設
住
宅
の
集
会
所
で

紙
芝
居
を
読
ん
で
い

る
と
こ
ろ
、
三
歳
児

健
診
で
布
の
お
も
ち

ゃ
で
遊
ぶ
こ
ど
も
の
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写
真
な
ど
が
送
ら
れ
て
き
て
い
た
が
、
今
回
書
架
を
見
る
こ
と

で
、
送
っ
た
本
の
イ
メ
ー
ジ
が
鮮
明
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

Ｋ
さ
ん
は
こ
の
写
真
を
見
て
書
架
に
マ
ン
ガ
が
一
冊
も
な
い

の
で
、
二
月
に
送
る
本
の
一
冊
は
『
ド
ラ
え
も
ん
』
で
ど
う
か

と
メ
ー
ル
を
下
さ
っ
た
。
ド
ラ
え
も
ん
に
は
火
山
の
噴
火
な
ど

自
然
災
害
を
状
況
と
し
て
取
り
上
げ
た
も
の
も
あ
る
の
で
ど
れ

が
良
い
か
選
ん
で
欲
し
い
と
言
わ
れ
た
。
実
は
、
た
ま
た
ま
小

学
館
の
児
童
書
を
手
が
け
て
お
ら
れ
る
編
集
者
の
方
と
こ
の
と

こ
ろ
何
度
か
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
方
に
伺

っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
現
在
刊
行
中
の
『
藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄
大

全
集
』
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、

第
一
巻
と
最
新
刊
の
第
一
六
巻
を
送
っ
て
頂
い
た
。
第
一
巻
で

は
一
九
六
九
年
の
『
小
学
四
年
生
』
に
載
っ
た
次
号
の
予
約
か

ら
、
翌
一
九
七
〇
年
一
月
号
か
ら
始
ま
っ
た
連
載
の
一
九
七
四

年
三
月
号
ま
で
の
作
品
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
な
ぜ
ド
ラ
え
も

ん
が
未
来
か
ら
現
在
に
や
っ
て
来
た
か
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
八
〇
〇
ペ
ー
ジ
近
く
あ
る
第
一
巻
を
送
る
こ
と

に
決
め
た
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
も
う
一
冊
は
『
だ
い
く
と
お

に
ろ
く
』
（
松
居
直
・
著
、
赤
羽
末
吉
・
絵
、
福
音
館
書
店
）

に
し
た
。

Ｒ
さ
ん
の
メ
ー
ル
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
Ｋ
さ
ん
は
、
二
月
一

二
日
の
日
曜
日
に
福
島
市
に
あ
る
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
と
い
う

会
場
で
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
子
ど
も
の
本
講
習
会
の
講
師
を
な
さ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
て
、
今
回
は
郵
送
で
送
る
の
で
は
な
く
、
図
書
館

バ
ス
で
届
け
た
い
と
次
の
よ
う
な
メ
ー
ル
を
下
さ
っ
た
。

「
二
月
分
の
こ
と
な
の
で
す
が
、
私
が
二
月
一
二
日
に
、
子
ど

も
の
本
講
習
会
の
集
い
で
、
福
島
市
に
い
き
ま
す
の
で
、
そ
の

前
日
南
相
馬
市
の
空
気
を
感
じ
て
く
る
予
定
で
い
ま
す
。
そ
れ

で
、
ち
ょ
う
ど
、
一
一
日
な
の
で
、
い
つ
も
宅
急
便
で
送
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
わ
た
し
ど
も
の
＜
あ
し
た
の
本
＞
で
持
っ
て

い
る
図
書
館
バ
ス
で
、
も
っ
て
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
Ｒ
さ

ん
に
も
ご
了
解
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
四
箇
所
二
時
間
ほ
ど
で

回
れ
る
と
の
事
で
す
。
」
ま
た
「
前
日
一
一
日
に
先
に
南
相
馬

に
行
っ
て
こ
よ
う
か
と
、
今
考
え
て
い
ま
す
。
午
後
に
な
り
ま

す
が
、
図
書
館
は
駅
前
の
よ
う
な
の
で
、
Ｈ
さ
ん
を
ご
紹
介
い

た
だ
け
ま
す
か
？
特
に
用
事
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
で

す
が
、
仮
設
に
図
書
館
の
本
の
よ
う
な
図
書
も
あ
り
ま
し
た

し
、
南
相
馬
全
体
の
本
の
支
援
の
様
子
な
ど
伺
っ
て
き
ま
す
。

少
し
今
後
の
こ
と
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ

し
い
で
す
し
。
」
と
い
う
。

Ｈ
さ
ん
は
南
相
馬
市
図
書
館
の
副
館
長
で
、
Ｗ
さ
ん
に
私
の

名
前
を
出
し
て
下
さ
っ
た
方
で
あ
る
。
震
災
直
後
は
南
相
馬
市

中
央
図
書
館
も
休
館
し
て
お
り
、
そ
の
間
は
図
書
館
か
ら
離
れ

復
旧
支
援
の
仕
事
に
回
っ
て
い
ら
し
た
が
、
八
月
六
日
の
開
館
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に
向
け
て
再
び
図
書
館
に
戻
っ
た
方
だ
。
早
速
メ
ー
ル
で
今
回

の
Ｋ
さ
ん
の
福
島
行
き
に
つ
い
て
連
絡
し
て
、
Ｋ
さ
ん
を
紹
介

し
た
。

Ｋ
さ
ん
に
は
現
地
の
様
子
を
知
ら
せ
る
写
真
を
た
く
さ
ん
撮

っ
て
き
て
欲
し
い
と
お
願
い
し
た
。

な
お
、
一
月
一
一
日
に
は
、
詩
集
の
『
て
つ
が
く
ラ
イ
オ

ン
』
（
工
藤
直
子
著
、
理
論
社
）
と
絵
本
『
お
も
ち
の
き
も

ち
』
（
か
が
く
い
ひ
ろ
し
著
、
講
談
社
）
の
二
冊
を
二
四
箇
所

の
仮
設
住
宅
に
送
っ
た
。

あしたの本の図書館バス

｢

東
京
漢
点
字
羽
化
の
会｣

例
会･

講
習
会
報
告
と
わ
た
く
し
ご
と

木
村

多
恵
子

第

回
例
会

２
０
１
１
年

月
７
日(

水)

：

～

73

12

13

30

：

場
所

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
竹
芝
小
ホ
ー
ル

15

30

「
東
京
漢
点
字
羽
化
の
会
」
は
、
こ
の

月
か
ら
７
年
目
の

12

活
動
に
入
り
ま
す
。
皆
様
ま
す
ま
す
健
康
に
留
意
な
さ
り
な
が

ら
、
漢
点
字
入
力
そ
の
他
の
ご
活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

月

、

、

、
２
０
１
２
年
１
月
７
日
の
「
花
を
ひ
ろ

12

10

17

24

う
」
の
当
番
の
組
み
合
わ
せ
を
決
め
た
。

月

日
に
横
浜
で
の
点
字
印
刷
に
行
っ
て
い
た
だ
く
方
を

12

21

お
二
人
決
め
て
い
た
だ
い
た
（
当
日
は
ご
都
合
に
よ
り
、
で
お

一
人
で
行
っ
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
報
告
が
あ
っ
た)

。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
の
事
情
で
、
２
月
に
行
う
予
定
に
な
っ
て
い
た
、
新
メ
ン

バ
ー
募
集
は
延
期
す
る
こ
と
に
し
た
。

古
語
辞
典
に
つ
い
て
：

難
漢
文
字
の

記
載
の
仕
方
を
再

確
認
し
た
。

毎
年
、
「
横
浜
漢
点
字
羽
化
の
会
」
が
、
横
浜
中
央
図
書
館

へ
、
漢
点
字
訳
書
を
収
め
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
が
、
今
年
は

－ ２０ －



「
東
京
漢
点
字
羽
化
の
会
」
が
漢
点
字
訳
し
た
、
紀
田
順
一
郎

著
、
「
日
本
語
大
博
物
館
」
と
、
「
寺
山
修
司
歌
集
」
を
、
横

浜
の
皆
様
に
印
刷
、
製
本
そ
の
他
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
、

納
入
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

歌
集
は
新
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
皆
様
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

月

日
に
機
関
誌
「
羽
化
第

号
」
を
皆
様
に
お
送
り
し

12

21

89

た
。２

０
１
２
年
１
月
の
例
会
（
第

回
）
、
２
０
１
２
年
１
月

74

日
（
水
）
、

：

～

：

、
場
所
、
港
区
ヒ
ュ
ー
マ
ン

11

13

30

15

30

プ
ラ
ザ
７
階
第
１
会
議
室

い
つ
も
の
よ
う
に
１
月

、

、

日
、
２
月
４
日
の
「
花

14

21

28

を
ひ
ろ
う
」
の
入
力
担
当
グ
ル
ー
プ
を
決
め
た
。

１
月

日
の
横
浜
で
の
点
字
印
刷
を
し
て
い
た
だ
く
方
を
決

17

め
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
古
語
辞
典
」
に
出
て
く
る
、
読
み
取
り
違
い
を
し
易
い
文

字
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
で
確
認
し
あ
っ
た
。

「
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
漢
点
字
入
力
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
会
員

募
集
講
座
情
報
を
、
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
」
に
掲

載
す
る
た
め
に
、
本
会
の
活
動
報
告
と
募
集
要
項
の
文
案
を
作

り
、
会
員
募
集
要
項
を
、
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
す

る
、
「
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」
に
も
、
前

回
に
引
き
続
き
掲
載
す
る
と
決
め
た
が
、
こ
れ
ら
の
文
案
は
、

－ ２１ －

新
会
員
を
募
集
す
る
と
き
に
改
め
て
考
え
る
こ
と
に
さ
せ
て
い

た
だ
く
。＊

予
告

２
月
の
例
会
（
第

回
）
２
０
１
２
年
２
月
８
日
（
水
）

75

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
竹
芝
小
ホ
ー
ル
、

：

～

：

13

30

15

30

２
月
の
学
習
会
（
第

回
）
２
０
１
２
年
２
月

日(

土)

58

18

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
１
会
議
室
、

：

～

：

18

30

20

30

３
月
の
例
会
（
第

回
）
２
０
１
２
年
３
月
７
日
（
水
）

76

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
竹
芝
小
ホ
ー
ル
、

：

～

：

13

30

15

30

３
月
の
学
習
会
（
第

回
）
２
０
１
２
年
３
月

日(

土)

59

17

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
１
会
議
室
、

：

～

：

18

30

20

30

４
月
の
例
会
（
第

回
）
２
０
１
２
年
４
月

日
（
水
）

77

11

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
一
会
議
室
、

：

～

：

13

30

15

30

４
月
の
学
習
会
（
第

回
）
２
０
１
２
年
４
月

日(

土)

60

21

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
一
会
議
室
、

：

～

：

18

30

20

30

５
月
の
例
会
（
第

回
）
２
０
１
２
年
５
月
９
日
（
水
）

78

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
一
会
議
室
、

：

～

：

13

30

15

30

５
月
の
学
習
会
（
第

回
）
２
０
１
２
年
５
月

日
（
土
）

61

19

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階
第
一
会
議
室
、

：

～

：

18

30

20

30

わ
た
く
し
ご
と

３
月
１
日
は
、
韓
国
独
立
記
念
日
で
あ
る
。

北
朝
鮮
で
も
、
同
じ
日
に
独
立
記
念
の
祝
い
が
行
な
わ
れ
て
い



る
。１

９
１
０
年
、
日
本
は
、
韓
国
を
、
い
わ
ゆ
る
「
併
合
」
し

た
。韓

国
の
民
衆
は
当
然
日
本
に
対
し
て
抵
抗
し
、
１
９
１
９
年

３
月
１
日
、
ソ
ウ
ル
に
あ
る
、
「
パ
ゴ
タ
公
園
」
で
独
立
宣
言

を
読
み
上
げ
、
人
々
は
、
「
マ
ン
セ
！
マ
ン
セ
！
（
万
歳
！
万

歳
！
）
」
と
云
い
な
が
ら
、
街
頭
に
繰
り
出
し
て
行
進
し
た
。

こ
の
日
が
韓
国
の
「
独
立
運
動
記
念
日
」
と
し
て
現
在
に
続

い
て
い
る
。

日
本
の
官
憲
は
、
韓
国
の
民
衆
を
弾
圧
し
た
こ
と
で
、
さ
ら

に
、
韓
国
各
地
に
、
街
頭
行
進
が
野
火
の
よ
う
に
広
が
っ
て
い

っ
た
。

日
本
の
「
朝
鮮
総
督
府
」
が
、
徹
底
的
に
、
こ
れ
を
弾
圧
せ

よ
と
命
令
を
下
し
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
軍
隊
と
警
察
は
、

さ
ら
に
壮
絶
な
弾
圧
を
、
韓
国
民
に
加
え
た
。

死
者
７
５
０
９
名
、
負
傷
者
１
５
９
６
１
名
、
逮
捕
者
２
万

９
千
名
と
い
う
す
さ
ま
じ
さ
で
あ
る
。

〔
被
害
者
の
数
値
は
、
『
高
戸
要
（
た
か
ど
か
な
め
）
追
悼
文

集
』
、
日
本
基
督
教
団
三
鷹
教
会
有
志
、
２
０
０
２
年
２
月
発

行
を
参
照
し
た
。
〕

２
０
０
０
年
３
月
１
日
は
、
韓
国
独
立
運
動

周
年
記
念
日

80

で
あ
っ
た
。

韓
国
の
劇
作
家
、
李
盤
（
リ
バ
ン
）
が
、
こ
の
激
し
い
弾
圧

の
事
実
を
『
あ
あ
、
チ
ェ
ア
ム
リ
よ
』
と
い
う
芝
居
に
集
約
し

て
、
歴
史
の
史
実
を
書
い
た
。
こ
れ
を
高
戸
要
が
日
本
語
に
訳

し
て
、
俳
優
、
裏
方
な
ど
、
お
よ
そ
２
２
名
の
劇
団
員
を
ま
と

め
て
、
日
本
と
韓
国
で
、
日
本
語
で
上
演
す
る
企
画
を
立
て
た

の
で
あ
る
。
劇
団
関
係
者
は
ノ
ー
ギ
ャ
ラ
、
手
弁
当
で
参
加

し
、
渡
航
費
は
お
よ
そ
１
３
０
人
か
ら
の
カ
ン
パ
に
よ
っ
た
。

２
０
０
０
年
３
月
１
～
５
日
に
か
け
て
、
都
合
３
回
、
日
本

の
東
京
神
田
に
あ
る
、
『
在
日
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
、
ス
ペ
ー
ス
ワ

イ
』
で
、
韓
国
の
３
・
１
独
立
運
動
８
０
周
年
記
念
公
演
と
し

て
、
『
銃
剣
と
処
容
（
チ
ョ
ヨ
ン
）
の
舞
い
＝
３
・
１
独
立
運

動
・
堤
岩
里
（
テ
イ
ガ
ン
リ
）
事
件
＝
』
を
、
わ
た
し
た
ち
４

人
は
３
月
１
日
に
観
に
行
っ
た
。

そ
の
後
２
０
０
０
年

月
か

月
に
入
っ
て
、
「
韓
国
ソ
ウ

11

12

ル
の
国
立
劇
場
で
、
２
０
０
１
年
３
月
１
日
の
独
立
記
念
日

に
、
〈
チ
ェ
ア
ム
リ
〉
の
芝
居
を
や
る
の
で
、
観
に
行
き
ま
し

ょ
う
」
と
さ
そ
わ
れ
た
。

韓
国
へ
の
旅
は
、
わ
た
し
た
ち
４
人
の
ほ
か
に
、
十
数
名
で

あ
っ
た
が
、
全
員
こ
の
芝
居
を
観
る
た
め
の
参
加
者
で
、
こ
の

目
的
以
外
の
行
動
は
、
自
由
だ
と
い
う
の
で
、
わ
た
し
は
こ
の

４
人
グ
ル
ー
プ
の
中
で
気
楽
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

わ
た
し
た
ち
が
東
京
で
観
た
も
の
を
、
そ
の
ま
ま
韓
国
で
も

－ ２２ －



日
本
語
で
見
ら
れ
る
と
い
う
の
で
、
わ
た
し
は
か
な
り
安
心
し

た
。
つ
ま
り
、
こ
の
芝
居
の
内
容
は
そ
の
ま
ま
で
、
韓
国
で
、

日
本
人
が
日
本
語
で
上
演
す
る
が
、
『
あ
あ
、
チ
ェ
ア
ム
リ

よ
』
と
タ
イ
ト
ル
は
、
李
盤
作
の
原
題
に
し
て
あ
っ
た
。
韓
国

で
は
「
チ
ェ
ア
ム
リ
」
と
云
え
ば
、
事
件
の
あ
ら
ま
し
は
分
か

っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

高
戸
要
は
、
こ
の
芝
居
に
よ
っ
て
ど
れ
だ
け
過
去
の
日
本
人

の
過
ち
を
謝
罪
で
き
る
か
、
当
然
許
さ
れ
る
に
は
そ
う
簡
単
な

も
の
で
な
い
こ
と
は
充
分
承
知
の
う
え
で
、
少
し
で
も
、
韓
国

と
の
和
解
の
糸
口
を
つ
く
り
た
い
と
願
い
、
祈
り
を
込
め
て
、

こ
の
企
画
を
立
て
、
日
本
語
訳
を
書
い
た
の
だ
と
思
う
。

わ
た
し
た
ち
の
韓
国
へ
の
旅
は
、
こ
の
『
あ
あ
、
チ
ェ
ア
ム

リ
よ
』
を
、
ソ
ウ
ル
国
立
劇
場
で
、
韓
国
の
人
た
ち
５
、
６
百

人
と
観
る
こ
と
、
そ
し
て
、
実
際
に
事
件
が
起
き
た
チ
ェ
ア
ム

リ
教
会
へ
行
く
こ
と
、
犠
牲
者
の
墓
石
を
訪
れ
て
、
お
花
を
手

向
け
る
こ
と
、
「
独
立
運
動
記
念
館
」
を
見
る
こ
と
、
な
ど
、

心
重
く
辛
い
旅
で
あ
っ
た
。

肝
心
な
、
堤
岩
里
（
チ
ェ
ア
ム
リ
）
基
督
教
会
で
起
き
た
事

件
と
は
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。

日
本
の
軍
隊
と
警
察
が
、
「

歳
以
上
の
男
子
全
員
、
教
会

15

に
集
ま
れ
」
と
指
令
を
出
し
た
。
そ
し
て
、
入
り
口
と
窓
を
釘

で
打
ち
付
け
て
、
絶
対
に
逃
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
、
銃
を

乱
射
し
、
そ
の
う
え
こ
の
堂
内
に
火
を
放
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

う
し
て
村
に
は
女
、
子
供
だ
け
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
独
立
運

動
を
絶
つ
た
め
で
あ
る
。

『
あ
あ
、
チ
ェ
ア
ム
リ
よ
』
は
こ
の
事
件
を
元
に
し
た
芝
居
で

あ
る
。

わ
た
し
は
日
本
語
で
演
じ
ら
れ
る
内
容
を
、
韓
国
の
皆
さ
ん

が
ど
う
や
っ
て
理
解
で
き
る
の
だ
ろ
う
と
気
に
し
て
い
た
ら
、

友
人
た
ち
が
、
「
ハ
ン
グ
ル
語
で
ス
ー
パ
ー
が
出
る
か
ら
大
丈

夫
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

芝
居
が
終
わ
っ
て
、
暫
く
、

秒
か
、
１
分
く
ら
い
だ
ろ
う

30

か
？
静
寂
が
続
き
、
そ
れ
か
ら
徐
々
に
小
さ
い
拍
手
が
お
こ

り
、
だ
ん
だ
ん
劇
場
の
隅
々
に
ま
で
広
が
っ
て
い
っ
た
。
あ
の

緊
迫
感
は
苦
し
か
っ
た
。

友
人
の
一
人
は
、
「
途
中
の
休
憩
の
と
き
、
ト
イ
レ
に
行
く

の
も
怖
か
っ
た
。
韓
国
の
人
の
顔
を
見
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ

た
」
と
云
っ
て
い
た
。

韓
国
の
劇
場
が
、
こ
の
芝
居
を
受
け
入
れ
る
に
は
、
相
当
な

決
断
を
要
し
た
と
思
う
。
正
に
奇
跡
か
も
し
れ
な
い
。
観
に
来

て
く
だ
さ
っ
た
韓
国
の
皆
様
の
勇
気
に
も
頭
が
下
が
る
。

こ
の
芝
居
は
、
「
３
・
１
独
立
運
動
８
１
周
年
記
念
公
園
」

と
し
て
、
、
韓
国
内
で

公
演
も
行
な
っ
た
と
い
う
。

11
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わ
た
し
た
ち
は
、
ソ
ウ
ル
で
芝
居
を
観
た
翌
日
、
こ
の
事
件

の
現
場
で
あ
る
、
チ
ェ
ア
ム
リ
教
会
へ
行
っ
た
。

堤
岩
里
（
チ
ェ
ア
ム
リ
）
は
、
ソ
ウ
ル
か
ら
列
車
で
１
時
間

く
ら
い
南
へ
下
が
っ
た
水
源
（
ス
オ
ン
）
と
い
う
街
か
ら
、
さ

ら
に
車
で

分
く
ら
い
行
っ
た
と
こ
ろ
の
、
小
さ
な
村
で
あ

20

る
。
実
際
に
は
、
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
行
程
を
全
て
バ
ス
移

動
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
わ
た
し
に
は
具
体
的
な
距
離

感
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

チ
ェ
ア
ム
リ
教
会
は
、
戦
後
に
な
っ
て
、
当
時
の
教
会
の
姿

を
か
な
り
忠
実
に
復
元
し
た
の
だ
と
い
う
。
こ
の
教
会
を
建
て

直
す
た
め
の
寄
付
金
が
、
韓
国
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
と
い

う
。
礼
拝
堂
の
壁
、
廊
下
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
、
当
時
の
様

子
を
絵
に
描
い
て
展
示
し
て
あ
る
と
い
う
。
「
写
真
は
一
枚
も

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
女
性
た
ち
が
み
て
、
話
し
た
こ
と
を
ま
と

め
て
絵
に
描
い
た
の
で
す
。
」
と
説
明
さ
れ
た
。

こ
の
教
会
の
皆
さ
ん
と
礼
拝
を
捧
げ
た
、
そ
の
後
、
犠
牲
者

の
名
前
を
刻
ん
だ
墓
石
に
詣
っ
た
。
こ
の
日
、
わ
た
し
た
ち
と

行
動
を
共
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
高
戸
さ
ん
が
、
わ
た
し
の
手
を

取
っ
て
、
「
こ
れ
は
金
さ
ん
、
こ
れ
も
金
さ
ん
、
こ
れ
は
朴
さ

ん
、
こ
れ
は
朴
さ
ん
、
こ
れ
は
金
さ
ん
、
こ
れ
も
金
さ
ん
、
兄

弟
、
親
子
が
多
い
ん
で
す
。
で
す
か
ら
同
じ
よ
う
な
名
前
が
一

杯
で
す
。
全
部
焼
か
れ
て
し
ま
っ
て
、
骨
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
石
に
名
前
を
刻
ん
で
お
墓
の
代
わ
り
に
記
念
と
し
た
の
で

す
。
」

お
よ
そ
１
２
０
人
く
ら
い
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

こ
の
後
、
チ
ェ
ア
ム
リ
教
会
に
隣
接
し
た
場
所
に
建
設
中
の

「
独
立
運
動
記
念
館
」
に
も
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
年
、

２
０
０
１
年
３
月
１
日
が
開
館
初
日
に
な
る
よ
う
、
準
備
を
進

め
て
お
り
、
わ
た
し
た
ち
は
た
ま
た
ま
開
館
初
日
の
前
日
の
２

月

日
に
チ
ェ
ア
ム
リ
教
会
に
来
た
の
で
、
「
少
し
だ
け
で

28
も
、
記
念
館
も
ご
覧
く
だ
さ
い
」
、
と
の
韓
国
側
の
ご
厚
意
に

甘
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

恐
縮
し
な
が
ら
行
っ
て
み
る
と
、
各
階
の
フ
ロ
ワ
ー
を
丁
寧

に
磨
い
て
い
ら
れ
た
。
チ
ェ
ア
ム
リ
教
会
に
展
示
さ
れ
て
い
る

絵
の
数
々
を
、
こ
の
会
館
に
移
す
の
で
、
長
い
距
離
で
は
な
い

け
れ
ど
、
今
、
コ
ン
ポ
ー
も
き
ち
ん
と
、
行
な
っ
て
い
る
最
中

だ
と
も
説
明
さ
れ
た
。

こ
の
日
、
高
戸
さ
ん
は
、
大
学
時
代
の
韓
国
の
友
人
に
つ
い

て
も
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
「
文
学
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
話
せ
る
、
と
て
も
親
し
い
友
人
だ
っ
た
。
彼
は
指
が
何

本
か
無
か
っ
た
の
で
す
。
彼
は
ガ
ン
に
か
か
っ
て
早
死
に
し
て

し
ま
い
、
と
て
も
残
念
で
寂
し
い
思
い
を
し
て
い
ま
し
た
」
。

が
、
あ
る
と
き
高
戸
さ
ん
と
、
亡
く
な
っ
た
友
人
の
共
通
の
友

人
か
ら
、
死
ん
だ
彼
の
秘
密
を
聞
か
さ
れ
た
と
い
う
。
「
こ
の

手
の
こ
と
は
高
戸
に
は
絶
対
に
云
わ
な
い
で
く
れ
、
高
戸
は
傷

－ ２４ －



つ
き
や
す
い
や
つ
だ
か
ら
」
と
言
っ
て
い
た
と
い
う
。
つ
ま
り

こ
れ
も
、
独
立
運
動
の
と
き
、
日
本
の
警
察
に
指
を
折
り
取
ら

れ
た
の
だ
と
い
う
。

高
戸
さ
ん
は
、
こ
の
厳
し
い
現
実
を
、
こ
ん
な
に
身
近
に
突

き
つ
け
ら
れ
て
、
あ
ら
た
め
て
愕
然
と
し
た
と
話
し
て
く
だ
さ

っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
に
立
ち
向
か
う
原
点
に
も
な
っ

た
、
と
も
云
わ
れ
た
。

日
本
人
二
十
人
弱
が
、
チ
ェ
ア
ム
リ
教
会
に
来
る
と
い
う
の

で
、
韓
国
の
新
聞
記
者
も
チ
ェ
ア
ム
リ
に
来
た
。
わ
た
し
は
、

取
材
を
受
け
て
、
な
に
を
話
し
た
だ
ろ
う
？
「
過
っ
て
も
、
謝

罪
し
て
も
、
わ
び
て
も
許
し
て
い
た
だ
け
な
い
こ
と
が
あ
る
の

で
す
ね
。
わ
た
し
た
ち
日
本
人
は
そ
ん
な
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
ね
。
許
し
て
い
た
だ
け
な
い

こ
と
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
た
だ
お
詫
び
す
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
」
と
、
お
ず
お
ず
と
小
さ
な
声
で
言
っ
た
と
思
う
。

か
つ
て
日
本
が
、
中
国
に
対
し
て
行
な
っ
た
と
い
わ
れ
る

「
三
光
政
策
（
さ
ん
こ
う
せ
い
さ
く
、
殺
し
つ
く
し
、
奪
い
つ

く
し
、
焼
き
つ
く
す
侵
略
の
方
策
、
光
を
す
っ
か
り
無
く
す
意

味
）
を
、
韓
国
に
対
し
て
も
間
違
い
な
く
行
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

こ
の
チ
ェ
ア
ム
リ
は
、
静
か
で
の
ん
び
り
し
た
農
村
、
と
い

う
趣
で
あ
り
、

数
年
前
に
そ
ん
な
恐
ろ
し
い
惨
劇
が
行
な
わ

80

れ
た
と
は
思
い
た
く
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
た
だ
、

曇
り
空
と
い
う
こ
と
が
、
背
筋
を
凍
ら
す
刃
を
感
じ
さ
せ
ら
れ

た
の
も
事
実
で
あ
る
。

２
０
０
１
年
３
月
１
日
、
韓
国
の
独
立
記
念

周
年
記
念
日

81

に
、
わ
た
し
た
ち
４
人
は
、
ソ
ウ
ル
の
一
般
の
市
内
バ
ス
に
乗

っ
た
。
休
日
だ
か
ら
だ
ろ
う
か
、
車
内
は
す
い
て
お
り
、
す
ぐ

座
席
に
座
れ
、
走
り
出
し
て
間
も
な
く
、
男
性
の
ス
ピ
ー
チ
が

運
転
席
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
。
な
ん
だ
ろ
う
？
と
思
っ
て
い
た

ら
、
た
ま
た
ま
乗
り
合
わ
せ
た
人
が
、
「
韓
国
の
大
統
領
、
金

大
中
（
キ
ム
デ
ジ
ュ
ン
）
の
独
立
記
念
日
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

す
」
と
日
本
語
で
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
、
と
後
で
友
人
が
話
し

て
く
れ
た
。

パ
ゴ
タ
公
園
に
行
き
、
独
立
記
念
塔
を
触
っ
て
み
よ
う
と
し

た
ら
、
友
人
た
ち
が
「
だ
め
だ
よ
、
年
配
の
人
た
ち
が
、
わ
た

し
た
ち
を
怖
い
目
つ
き
で
に
ら
ん
で
い
る
か
ら
」
と
云
わ
れ

た
。
「
そ
れ
に
仮
装
行
列
が
通
っ
て
い
く
け
れ
ど
、
そ
の
中

で
、
韓
国
人
が
血
だ
ら
け
に
な
っ
て
馬
に
縛
り
着
け
ら
れ
、
そ

れ
を
日
本
兵
に
扮
し
た
人
が
、
縄
で
引
っ
張
っ
て
い
る
の
。
よ

く
読
め
な
い
け
れ
ど
、
ど
こ
か
の
キ
リ
ス
ト
教
の
団
体
の
よ
う

よ
」
と
な
ま
な
ま
し
い
説
明
も
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
ら
の
行
進

が
行
き
過
ぎ
て
、
公
園
に
人
が
少
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
わ

－ ２５ －



た
し
は
や
は
り
記
念
塔
を
触
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。

全
体
と
し
て
、
こ
の
旅
行
は
重
く
ぐ
っ
た
り
と
疲
れ
る
旅
で

あ
っ
た
が
、
二
度
と
遭
遇
で
き
な
い
体
験
で
、
忘
れ
る
こ
と
の

で
き
な
い
、
有
意
義
な
学
び
の
旅
で
あ
っ
た
。

な
お
、
２
０
０
１
年

月
に
ソ
ウ
ル
で
開
か
れ
た
「
第
８

11

回
、
東
北
ア
ジ
ア
、
キ
リ
ス
ト
者
文
学
会
議
」
は
高
戸
さ
ん
た

ち
の
、
こ
の
仕
事
に
対
し
て
、
「
ア
ジ
ア
キ
リ
ス
ト
教
文
学

賞
」
を
授
与
し
た
と
伝
え
ら
れ
た
。
高
戸
さ
ん
の
死
の
丁
度
１

か
月
前
で
、
授
与
式
に
は
、
三
枝
禮
三
（
さ
え
ぐ
さ
れ
い
ぞ

う
）
牧
師
が
「
文
芸
評
論
家
」
、
つ
ま
り
同
志
と
し
て
、
代
わ

り
に
行
か
れ
た
と
い
う
。

高
戸
さ
ん
は
、
わ
た
し
た
ち
と
行
動
を
共
に
な
さ
っ
た
と
き

も
、
か
な
り
病
勢
は
進
ん
で
い
た
よ
う
で
、
こ
の
年
の
、
２
０

０
１
年

月

日
に
亡
く
な
ら
れ
た
と
聴
い
た
。

12

21

今
後
の
課
題
は
、
二
度
と
再
び
、
こ
の
よ
う
な
愚
を
お
か
さ

な
い
こ
と
で
あ
る
。
よ
く
云
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
「
足
を

踏
み
つ
け
た
方
は
す
ぐ
忘
れ
る
が
、
踏
ま
れ
た
側
は
何
時
ま
で

も
痛
み
を
残
し
、
な
か
な
か
許
せ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
い
う

こ
と
を
！
少
な
く
と
も
踏
み
つ
け
て
し
ま
っ
た
側
の
わ
た
し
た

ち
は
、
こ
の
事
実
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

２
０
１
２
年
２
月
３
日

金
曜

東
京
漢
点
字

学
習
会
報
告

東
京
漢
点
字
羽
化
の
会

菅
野
良
之

平
成

年
度

第
９
回
（
第

回
）
報
告

23

55

１

日
時

平
成

年

月

日(

土)

時

分
～

時

分

23

12

17

17

00

18

45

２

場
所

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階

第
１
会
議
室

３

出
席
者
（
省
略
）

４

周
知
事
項

学
習
会
日
程

平
成

年
１
月

日
（
日
）

時

分
～

24

21

18

30

新
年
会

１
月

日
（
土
）

時
～

ブ
リ
ー
ズ
ベ
イ

15

13

（
桜
木
町
）

５

使
用
教
材

漢
点
字
学
習
用
テ
キ
ス
ト
初
級
編

第
五
回
（
全
十
回
）

６

学
習
内
容

初
級
編
第
五
回

６

基
本
文
字

（
４
）

発
音
文
字
と
漢
数
字
（
二
）

１
．
発
音
文
字
と
は
仮
名
点
字
と
同
じ
読
み
で
表
さ
れ
る
文

字
・
前
回
の
復
習

（
７
）
「
対

」

タ
（
１
・
３
・
５
の
点
）
と
イ
（
１

－ ２６ －



・
２
の
点
）
で
表
す
。

（
８
）
「
拝

」

ハ
（
１
・
３
・
６
の
点
）
と
イ
（
１

・
２
の
点
）
で
表
す
。

（
９
）
「
反

」

ハ
（
１
・
３
・
６
の
点
）
と
ン
（
３

・
５
・
６
の
点
）
で
表
す
。

（

）
「
民

」

ミ
（
１
・
２
・
３
・
５
・
６
の
点
）

10

と
ン
（
３
・
５
・
６
の
点
）
。
で
表
す

・
今
回
の
学
習

２
．
漢
数
字
（
２
）

（
１
）
「
甲

」

漢
数
符
（
５
・
６
の
点
）
と
コ
（
２

・
４
・
６
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
田
・
｜
（
縦
線
）

音
読

み
の
コ
ウ
は
漢
音
、
カ
ン
は
呉
音
。
熟
語
に
〝
亀
甲
（
き
っ
こ

う
）
〟
〝
甲
殻
類
〟
〝
甲
骨
〟
〝
甲
斐
性
（
か
い
し
ょ
う
）
〟

〝
甲
斐
甲
斐
し
い
〟
〝
肩
甲
骨
〟
〝
甲
状
腺
〟
〝
甲
種
〟
〝
甲

夜
（

時
～

時
）
〟
、
地
名
な
ど
に
〝
甲
賀
〟
〝
甲
州
〟

19

21

〝
甲
斐
（
山
梨
県
）
〟
〝
甲
州
街
道
〟
〝
甲
信
越
〟
〝
八
甲

田
〟
が
あ
る
。

（
２
）
「
乙

」

漢
数
符
（
５
・
６
の
点
）
と
ヲ
（
３

・
５
の
点
）
で
表
す
。
音
読
み
の
オ
ツ
は
呉
音
、
イ
ツ
は
漢

音
。
熟
語
に
〝
乙
甲
（
お
っ
つ
か
っ
つ
）
〟
〝
乙
姫
〟
〝
乙
張

（
め
り
は
り
）
〟
〝
早
乙
女
（
さ
お
と
め
）
〟
〝
乙
夜
（
い
つ

や
・
お
つ
や
：

時
～

時
）
〟
〝
乙
鳥
（
つ
ば
め
）
〟

21

23

〝
独
乙
（
ど
い
つ
）
〟
な
ど
が
あ
る
。

（
３
）
「
丙

」

漢
数
符
（
５
・
６
の
点
）
と
ヘ
（
１

・
２
・
３
・
４
・
６
の
点
）
で
表
す
。
字
式
は
一
・
内
。
音
読

み
の
ヘ
イ
は
漢
音
。
熟
語
に
〝
丙
種
合
格
（
徴
兵
検
査
で
、
兵

役
に
適
し
、
現
役
に
適
さ
な
い
）
〟
〝
丙
夜
（
へ
い
や
：

23

時
～
１
時
）
〟
が
あ
る
。

（
４
）
「
丁

」

漢
数
符
（
５
・
６
の
点
）
と
テ
（
１

・
２
・
３
・
４
・
５
の
点
）
で
表
す
。
音
読
み
の
テ
イ
は
漢

音
、
チ
ョ
ウ
は
呉
音
。
熟
語
に
〝
横
丁
〟
〝
包
丁
〟
〝
一
丁
〟

〝
一
丁
前
〟
〝
丁
稚
〟
〝
丁
寧
〟
〝
丁
重
（
て
い
ち
ょ
う
）
〟

〝
丁
髷
（
ち
ょ
ん
ま
げ
）
〟
〝
沈
丁
花
〟
〝
丁
半
〟
〝
丁
幾

（
チ
ン
キ
：

ア
ル
コ
ー
ル
溶
液
。
ヨ
ー
ド
チ
ン
キ
な
ど
）
〟

〝
吉
丁
虫
（
た
ま
む
し
・
玉
虫
）
〟
〝
乱
丁
〟
〝
丁
夜
（
て
い

や
：
１
時
～
３
時
）
〟
、
国
名
な
ど
に
〝
丁
抹
（
デ
ン
マ
ー

ク
）
〟
〝
亜
爾
然
丁
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）
〟
〝
拉
丁
（
ラ
テ

ン
）
〟
な
ど
が
あ
る
。

平
成

年
度

第

回
（
第

回
）
報
告

23

10

56

１

日
時

平
成

年
１
月

日(

土)

時

分
～

時

分

24

21

18

30

20

30

２

場
所

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ザ
７
階

第
１
会
議
室

３

出
席
者
（
省
略
）

４

周
知
事
項

学
習
会
日
程
：

平
成

年
２
月

日(

土)

時

分
～

24

18

18

30

５

使
用
教
材

漢
点
字
学
習
用
テ
キ
ス
ト
初
級
編

第
五
回
（
全
十
回
）

－ ２７ －



６

学
習
内
容

初
級
編
第
五
回

６

基
本
文
字

（
４
）

２
．
漢
数
字
（
２
）

「
数
」
に
は
序
数
と
基
数
が
あ
る
。

序
数
（
順
序
数
）
は
も
の
の
順
序
を
示
す
数
。

基
数
（
濃
度
、
カ
ー
デ
ィ
ナ
ル
数
）
は
物
の
個
数
を
示
す

数
。・

前
回
の
復
習

「
干
支
」
の
「
十
干
」
を
順
序
を
表
す
文
字
と
し
て
漢
数
符

の
５
・
６
の
点
を
前
置
し
て
表
す
。

「
十
干
」
は
甲
、
乙
、
丙
、
丁
、
戊
、
己
、
庚
、
辛
、
壬
、

癸
の
総
称
。

（
１
）
「
甲

」

漢
数
符
（
５
・
６
の
点
）
と
コ
（
２

・
４
・
６
の
点
）
で
表
す
。

（
２
）
「
乙

」

漢
数
符
（
５
・
６
の
点
）
と
ヲ
（
３

・
５
の
点
）
で
表
す
。

（
３
）
「
丙

」

漢
数
符
（
５
・
６
の
点
）
と
ヘ
（
１

・
２
・
３
・
４
・
６
の
点
）
で
表
す
。

（
４
）
「
丁

」

漢
数
符
（
５
・
６
の
点
）
と
テ
（
１

・
２
・
３
・
４
・
５
の
点
）
で
表
す
。

・
今
回
の
学
習

（
５
）
「
戊

」

漢
数
符
（
５
・
６
の
点
）
と
ヒ
（
１

・
２
・
３
・
６
の
点
）
で
表
す
。
音
読
み
の
ボ
は
慣
用
音
、
ボ

ウと
し
て
漢
音
が
あ
る
。
戈
は
〝
ほ
こ
が
ま
え
、
ほ
こ
づ
く

り
〟
。
戎
（
え
び
す
）
、
我
、
戒
、
或
、
戚
、
戦
な
ど
、
戊
は

成
、
威
、
感
、
茂
、
な
ど
多
く
の
文
字
の
パ
ー
ツ
に
含
ま
れ

る
。
熟
語
の
〝
戊
辰
戦
争
（
戊
辰
の
役
）
〟
１
８
６
８
年
で
和

暦
は
慶
応
４
年
・
明
治
元
年
。
他
に
〝
戊
夜
（
ぼ
や
：

午
前

３
時
～
５
時
、
寅
の
刻
）
〟
が
あ
る
。

＊

ほ
こ
づ
く
り
に
は
「
殳
」
が
あ
り
、
又
は
右
手
を
意
味

し
、
手
で
ほ
こ
を
持
っ
た
象
形
文
字
。
類
似
し
た
も
の
に

「
弋
」
の
し
き
が
ま
え
、
式
、
弌
（
イ
チ
）
弍
・
弐
・
貮
・
貳

（
各
ニ
）
が
あ
る
。

（
６
）
「
己

」

漢
数
符
（
５
・
６
の
点
）
と
キ
（
１

・
２
・
６
の
点
）
で
表
す
。
音
読
み
の
コ
は
呉
音
、
キ
は
漢

音
。
熟
語
に
〝
一
己
（
い
っ
こ
：

自
分
ひ
と
り
）
〟
〝
利

己
〟
〝
自
己
中
心
〟
〝
自
己
流
〟
〝
自
己
紹
介
〟
〝
知
己
（
ち

き
：

知
人
・
友
人
）
〟
〝
己
惚
れ
（
自
惚
れ

：
う
ぬ
ぼ－

れ
）
〟

著
名
人
に
〝
植
村
直
己
〟
〝
塙
保
己
一
（
は
な
わ
ほ

き
い
ち
：
江
戸
後
期
の
国
学
者
）
〟
な
ど
が
あ
る
。

（
７
）
「
庚

」

漢
数
符
（
５
・
６
の
点
）
と
ノ
（
２

・
３
・
４
の
点
）
で
表
す
。
音
読
み
の
コ
ウ
は
漢
音
。
〝
庚
申

塚
〟
と
は
路
傍
な
ど
に
青
面
金
剛
を
祀
っ
て
あ
る
塚
。
青
面
金

剛
（
し
ょ
う
め
ん
こ
ん
ご
う
）
は
顔
の
色
が
青
い
金
剛
童
子
。

大
威
力
が
あ
り
、
病
魔
、
病
鬼
を
払
い
除
く
。
熟
語
に
〝
長
庚

（
ち
ょ
う
こ
う
：

宵
の
明
星
・
金
星
）
〟
。

－ ２８ －



ご
報
告
と
ご
案
内

一

横
浜
中
央
図
書
館
へ
の
納
入
書

本
会
で
は
毎
年
、
横
浜
市
中
央
図
書
館
へ
、
漢
点
字
書
を
納

入
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
紀
田
順
一
郎
著
『
日
本
語
大
博
物
館
』
（
ち
く

ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
一
年
九
月
、
筑
摩
書
房
）
と
、
寺
山
修

司
著
『
寺
山
修
司
歌
集
』
（
現
代
歌
人
文
庫
、
一
九
八
三
年
一

一
月
、
国
文
社
）
の
二
冊
を
納
入
致
し
ま
す
。

前
者
は
、
一
九
九
四
年
に
ジ
ャ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
よ
り
刊
行
さ

れ
た
も
の
を
増
補
し
た
も
の
で
す
。

わ
が
国
の
印
刷
術
の
変
遷
・
発
達
を
追
い
な
が
ら
、
国
語
表

記
の
変
遷
、
欧
文
の
摂
取
と
和
文
印
刷
、
漢
字
排
斥
運
動
と
和

文
の
音
標
表
記
法
の
開
発
等
、
興
味
を
そ
そ
ら
ず
に
は
お
か
な

い
、
内
容
盛
り
沢
山
の
書
物
で
す
。
点
字
へ
の
言
及
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
明
治
期
の
国
語
教
育
の
揺
ら
ぎ
が
、
現
在
の
点
字
表

記
に
、
ま
る
で
化
石
の
如
く
跡
を
残
し
て
い
る
こ
と
に
、
点
字

使
用
者
の
私
達
に
は
、
蒙
を
啓
か
れ
る
思
い
を
さ
せ
ら
れ
ま

す
。
こ
の
書
物
の
一
隅
に
点
字
へ
の
席
が
与
え
ら
れ
れ
ば
、
漢

点
字
へ
の
言
及
も
、
必
ず
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
と
、
思

わ
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

後
者
は
、
来
年
没
後
三
十
年
を
迎
え
る
、
歌
人
・
寺
山
修
司

の
残
し
た
短
歌
作
品
と
評
論
を
、
没
年
に
編
集
・
刊
行
さ
れ
た

も
の
で
す
。

寺
山
の
名
は
、
当
時
の
視
覚
障
害
者
に
も
知
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
彼
の
作
品
に
接
し
て
の
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
周
知
の
よ
う
に
彼
の
行
動
が
引
き
起
こ
し
た
セ
ン
セ

ー
シ
ョ
ン
を
、
マ
ス
コ
ミ
が
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
に
取
り
上
げ
て

作
り
上
げ
た
ダ
ー
テ
ィ
ー
な
像
と
情
報
に
よ
り
ま
し
た
。
当
時

の
私
達
は
、
そ
の
名
を
で
き
る
だ
け
口
に
上
せ
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
一
つ
に
は
一
般
的
に
は
受
け
の

よ
く
な
い
名
で
あ
っ
た
こ
と
、
も
う
一
つ
に
は
、
私
達
が
口
に

す
る
も
の
は
、
マ
ス
コ
ミ
の
受
け
売
り
に
す
ぎ
ず
、
自
ら
そ
の

作
品
に
接
し
て
受
け
取
っ
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
、
内
心
、
後

ろ
め
た
さ
と
し
て
意
識
い
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
、
そ
う

思
わ
れ
ま
す
。
今
回
初
め
て
作
品
を
通
し
て
寺
山
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
、
歌
人
の
塚
本
邦
雄
氏
の

寺
山
論
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
無
類
の
幸
い
で

す
。こ

の
二
書
は
、
東
京
漢
点
字
羽
化
の
会
が
漢
点
字
訳
し
ま
し

た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

－ ３１ －



二

漢
点
字
講
習
会
と
会
員
募
集

①

漢
点
字
講
習
会
：

横
浜
漢
点
字
羽
化
の
会
で
は
、
二

〇
〇
三
年
か
ら
、
漢
点
字
講
習
会
を
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
。

二
〇
一
二
年
度
も
、
引
き
続
き
開
催
致
し
ま
す
。
第
一
回
を
五

月
五
日
（
子
供
の
日
）
、

：

～

：

に
予
定
し
て
い
ま

14

00

16

00

す
。
漢
字
の
世
界
に
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
と
お
考
え
の
視
覚

障
害
者
の
皆
様
に
は
、
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

な
お
東
京
漢
点
字
羽
化
の
会
も
同
様
の
学
習
会
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

②

会
員
募
集
講
座
：

東
京
漢
点
字
羽
化
の
会
で
は
、
五

月
九
日
、
五
月
二
三
日
、
六
月
六
日
（
水
）
の
三
回
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会
員
の
募
集
講
座
を
開
催
致
し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
に
よ

る
漢
点
字
訳
の
基
礎
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
申
し
込
み
等
の
要
項
は
、
本
誌
次
号
、
あ
る
い
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
を
ご
覧
下
さ
い
。

三

『
常
用
字
解
』
の
音
訳

昨
年
六
月
よ
り
、
『
常
用
字
解
』
の
音
訳
の
打
ち
合
わ
せ

を
、
東
京
・
墨
田
区
の
寺
島
図
書
館
を
会
場
に
、
月
一
回
の
ペ

ー
ス
で
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
多
数
の
音
訳
者
の
皆
様
の
ご
参

加
を
賜
り
、
毎
回
誠
に
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と

な
り
ま
し
た
。
ベ
テ
ラ
ン
の
音
訳
者
の
皆
様
に
、
半
年
に
及
ぶ

打
ち
合
わ
せ
と
い
う
の
は
、
恐
ら
く
異
例
の
こ
と
と
思
わ
れ
ま

す
。
頭
の
下
が
る
思
い
で
お
り
ま
す
。

現
在
は
い
よ
い
よ
音
訳
書
と
し
て
の
『
常
用
字
解
』
を
目
指

し
て
、
本
番
の
作
業
に
入
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
期
待
下

さ
い
。

四

字
式
表
記
の
変
更

字
式
は
、
漢
字
の
構
成
と
部
首
の
配
置
を
数
式
に
準
じ
て
表

そ
う
と
い
う
試
み
で
す
。
こ
れ
ま
で
左
右
の
関
係
を
「
＋
」
で

表
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
そ
の
中
に
「
道
、
超
、
建
」
等
の
繞

の
脚
の
上
に
乗
る
形
も
「
＋
」
で
表
し
て
来
ま
し
た
。
し
か
し

「
冠
」
の
「
元
」
、
「
処
」
の
「
夊
」
、
「
魅
」
の
「
鬼
」
の

よ
う
に
、
繞
と
ば
か
り
に
は
使
用
さ
れ
な
い
部
首
の
表
現
と
し

て
は
、
曖
昧
さ
を
否
定
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
今
回
、

脚
の
上
に
乗
る
形
の
符
号
を
考
案
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
半
角
の

「@
+

」
で
す
。
点
字
符
号
に
変
換
さ
れ
ま
す
と
、
「

」
の

形
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
「
道
」
は
、
「
し
ん
に
ょ
う@

+

（

）
首
」
、
「
冠
」
は
、
「
ワ
冠
／
〝
元@

+

（

）

寸
〟
」
と
な
り
ま
す
。
ご
批
判
を
仰
げ
れ
ば
幸
い
で
す
。

－ ３２ －



(横－１） － ３３ －

漢点字講習用テキスト

初級編 第三十回

５ 複合文字（２）

２．第一基本文字と比較文字で構成される文字（２）

前節に続けて、〈第一基本文字〉と〈比較文字〉が部首として構成され

る文字をご紹介します。

※「良 」を部首として含む文字四つと、「艮 」を部首として含

む文字六つ。

＊この二文字は墨字では、形の上で、天辺に点があるかないかの違い

しかありませんが、音と意味には大きな相違があります。前者は「良

」の字義、すなわち善良で豊かでゆったりとしたという意味を、後者

は、目に隈取りをするとか、がっちりとはまり込むという意味を表しま

す。漢点字では何れも「 」で表されます。

・「良 」を部首として含む文字四つ。

（２０） 朗 ロウ ほが‐らか

「良 」の右側に「月 」を置いた形の文字です。「良 」は、丸

く綺麗な、粒の揃った穀物を表して、〝よい〟ものを意味します。この

文字は、清らかな月の光と「良 」で、明るくて曇りのない様子を表

します。漢点字では、「 （月 ）」と「 （良 ）」で表されます。左

右が反対になっています。

「朗読」「朗唱」「朗詠」「朗吟」

（２１） 娘 ジョウ むすめ

「女 偏」の右側に「良 」を置いた形の文字です。「良 」は丸

く粒の揃った穀物の意で、よいもの、美しいものを表しています。〝む

すめ〟は、親から見た時の女の子を指すとともに、若く美しい女性とい

う意味にも用いられます。漢点字では、「 （女 ）」と「 （良 ）」

で表されます。

「娘さん」「娘子」「小娘」

（２２） 郎 ロウ

「良 」の右側に「おおざと」を置いた形の文字です。〝ロウ〟は、



－ ３４ － (横－２）

男性の敬称として、見目麗しい男、あるいは凛々しい男の意味を表しま

す。我が国では、「太郎、次郎」と、男性の名前に用いて、力強い男であ

れとの祈りを込めたり、兄弟の順位を表したりします。漢点字では、「

（良 ）」と「 （おおざと）」で表されます。

「太郎さんと次郎さん」「女郎花（おみなえし）」

（２３） 浪 ロウ なみ

「さんずい」の右側に「良 」を置いた形の文字です。水が穏やか

に流れる、ゆったりと波が立っている様子を表す文字です。〝ロウ〟は、

ゆったりした波という意味から、その波に揺られる、足下の定まらない

という意味も生まれました。江戸時代、主を失った武士、禄を食まない

武士は、「浪人」と呼ばれました。現在でも、職に就けずにいる人、大学

などを目指して、何処にも所属していない人を、「浪人」と呼びます。漢

点字では、「 （さんずい）」と「 （良 ）」で表されます。

「浪人」「浪費」「波浪」「浪曲」「浪花節（なにわぶし）」

・「艮 」を部首として含む文字六つ。

（２４） 眼 ガン ゲン まなこ め

「目 偏」の右側に「艮 」を置いた形の文字です。「艮 」は、

ものをしっかりとはめ込むことを表して、ここでは、骨の窪みにしっか

りとはまり込んだ「目 」を意味しています。目で見ることは、ものの

本質に迫ることで、そこから、ものの中心、行動の目的の意味が生じま

した。漢点字では、「 （目 ）」と「 （艮 ）」で表されます。

「眼科」「眼下」「眼球」「眼目」「開眼（かいげん）」「近眼」「三白眼」

「眼をつける」「びっくり眼」

（２５） 銀 ギン しろがね

「金 偏」の右側に「艮 」を置いた形の文字です。〝ギン〟は、

白く光沢のある、美しい貴金属です。〝しろがね〟とは、白く輝く金属

の意です。そこから、白く輝くものを、〝ギン〟の語で表すようになり

ました。また古く〝ギン〟は、金と並んで、むしろ金より安価なことか

ら、使い易い貨幣として流通しました。そこから、貨幣そのものを表す

ようになりました。漢点字では、「 （金 ）」と「 （艮 ）」で表さ

れます。

「銀行」「銀貨」「銀河」「路銀」「銀縁眼鏡」「銀杏（いちょう、ぎんな

ん）」
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今
年
度
の
図
書
館
へ
の
納
入
書
、
「
寺

山
修
司
歌
集
」
と
「
日
本
語
大
博
物

館
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
漢
点
字
版
と

し
て
合
計
６
巻
で
す
。
ほ
ぼ

年
前
、
当
会
と
し
て
初
め
て
挑
戦

15

し
た
の
が
、
「
漢
字
源
」
の
漢
点
字
版
、
総
計

巻
と
い
う
膨
大

90

な
も
の
で
し
た
。
今
考
え
て
み
て
も
、
よ
く
あ
れ
だ
け
の
も
の
を

短
時
日
の
う
ち
に
仕
上
げ
た
も
の
と
、
感
無
量
な
も
の
が
あ
り
ま

す
▼
そ
れ
に
比
し
て
、
最
近
の
製
作
量
は
、
せ
い
ぜ
い
６
巻
か
ら

巻
程
度
の
も
の
。
こ
う
い
う
本
格
的
な
点
字
本
の
中
味
は
、
点

10字
印
刷
用
紙
の
上
か
ら
点
字
部
分
が
浮
き
出
て
い
る
も
の
で
す
か

ら
、
こ
れ
を
書
籍
の
形
に
ま
と
め
る
に
は
、
綴
じ
代
の
部
分
を
折

り
曲
げ
、
そ
の
部
分
を
の
り
し
ろ
と
し
て
、
全
体
を
の
り
付
け
し

ま
す
▼
こ
う
い
う
作
業
に
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
こ
の
比
較
的
単
純
な
作
業
で
も
、
あ
る
程
度
の
慣

れ
は
必
要
で
、
毎
年
協
力
を
お
願
い
す
る
人
た
ち
の
メ
ン
バ
ー
は

固
定
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
と
は
い
い
な
が
ら
、
自
分
自
身
で
も

が
っ
か
り
す
る
こ
と
で
す
が
、
こ
う
し
て
毎
年
同
じ
作
業
を
繰
り

返
し
な
が
ら
、
そ
の
出
来
映
え
は
今
一
つ
と
い
う
か
、
な
か
な
か

満
足
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
▼
さ
ら
に
、
基
本
的
な
紙
折

り
、
の
り
付
け
の
次
の
段
階
と
し
て
、
表
紙
付
け
の
作
業
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
も
や
り
直
し
の
き
か
な
い
微
妙
な
作
業
で
あ
る
た

め
に
、
分
担
し
て
や
っ
て
い
た
だ
け
る
協
力
者
が
見
つ
か
ら
ず
、

困
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

（
木
下

和
久
）

編

集

後

記

（有）横浜トランスファ福祉サービス
障害者自立支援法の下、障害者にガイドヘルパーを派遣して、外出を

支援しています。対象は、横浜市在住・在宅の、視覚・肢体・知的重度

障害者。

常時募集・ガイドヘルパー：資格・ホームヘルパー２級以上、および

視覚・肢体障害者移動介護研修修了。

業務概要：上記障害者の外出支援。詳細は担当・柳田まで。

〒231-0063横浜市中区花咲町1-46-1

GSプラザ桜木町1104

電話: 045-263-0306

FAX: 045-263-0316
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